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序　　　文

玄界灘に面した福岡市は、古くから大陸との交流が盛んで、豊かな自然環境と歴史的な遺産

に恵まれています。この中でも特に博多湾西部に画した早良平野は、弥生時代のクこの形成を

示す早良王墓や大型建物跡を発見した吉武高木遺跡、また古墳時代の前方後円墳、奈良時代の

早良郡衛跡など貴重な遺跡の発見が相次いでいる地域です。しかし、近年は市街地化の拡大と

共に埋蔵文化財の発掘調査も増加している地域でもありますO

福岡市教育委員会では、平成3年度より一般国道202号福岡外環状道路予定地の埋蔵文化財

の試掘調査、及び発掘調査を進めており、発掘調査は平成3年度からⅣ工区から着手し、賀茂

遺跡の古墳時代井堰跡をはじめとして、これまで発掘調査を行ってまいりました。

又、外環状道路のⅢ．Ⅳ工区は、福岡市交通局が計画している地下鉄3号線建設区域と重なっ

ており、計画の進捗に合わせて平成9年度にはⅢ工区の城南区梅林地域の発掘調査を実施しま

した。

本書は、平成11年度に実施した梅林遺跡第4次調査の成果について報告するものです○この

発掘調査では、縄文時代の埋甕や古墳時代～奈良時代の集落等を発見しました。これらの遺構

は、早良平野の歴史的経過を解明する重要な手がかりになるものと考えられます。

本書が市民の埋蔵文化財へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としてご活用

頂ければ幸いに存じます。

平成15年12月25日

福岡市教育委員会

教育長　生田　征生
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（1）本書は、一般国道202号福岡外環状道路（以下外環状道路と称す）、及び福岡市営地下鉄3号線

（以下地下鉄3号線と称す）建設予定地において、福岡市教育委員会が国土交通省（旧建設省）

九州地方建設局福岡国道工事事務所、及び福岡市交通局の委託を受けて平成11年度に実施した発

掘調査報告書である。

（2）本書には、外環状道路Ⅲ工区において実施した城南区梅林所在の梅林遺跡第4次調査の成果に

ついて収録するものである。

（3）発掘調査は、福岡市教育委員会埋蔵文化財課所属（当時）の井澤洋一が担当した。

（4）本書に掲載した遺構平面の原図（縮尺1／20）、その他の遺構平面図．断面図、土層実測図等の

作成等は、井澤、楢崎直子、藤崎真歩、田中昭子、上野道郎が行った。合成図等の作成は、藤崎

が行い、一部を「株式会社埋蔵文化財サポートシステム」に委託した。

（5）本書に掲載した遺物実測は、土器を田中．藤崎が行い、石器については、「株式会社大成エン

ジニアリング」に委託した。

（6）遺構・遺物の製図は、藤崎．山浦学が担当した。

（7）遺構の写真撮影は、井樺が行い、遺物撮影は、「有限会社フォトハウス0KA」に委託した。

（8）本書作成にあたっては、藤本いづみの協力を得た。

（9）遺構番号は発掘調査中において検出した順に通し番号をふり、整理報告の段階において遺構略

号を遺構番号の頭に付けた。遺構略号として用いたのは、SX（埋甕）、SC（住居跡）、SB（掘

立柱建物跡）、SA（柵跡）である。

（10）本書に用いた遺物番号は、挿図・図版の遺物番号と一致させている。

（11）本書に用いた方位は、磁北である。

（12）本報告にかかわる図面．写真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵．

保管する予定である。

（13）本書の編集は井澤・藤崎が行い、執筆は第1～2・3章の一部を井澤が、その他を藤崎が担当

した。

－Ⅰ－
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第1章　はじめに

1．調査に至る経過
福岡市教育委員会では、平成3年度より福岡市域内を東西に横断する一般国道202号福岡外環状道

路予定地内における埋蔵文化財の試掘調査、及び発掘調査を進めてきたが、福岡市西部地区において

は、平成7年度のユニバーシアード大会に合わせて、Ⅳ工区一部区間の野芥～福重間を開通させるた

め急遽工事着手されることになった。

このため平成4年度からⅣ工区早良区賀茂地区に所在する免遺跡第2次調査を始めとして10カ所の

遺跡の発掘調査に着手し、今日まで多大な成果をあげている。

その間、福岡市交通局は福岡市の中央区、及び西部地区の交通事情の解消の為に地下鉄3号線建設

計画を築港より西区橋本迄延長させることを決定した。この路線計画では城南区の福岡大学構内から

橋本迄の路線が、福岡外環状道路予定地（Ⅲ工区）と重複していることが判明したO　このため、既に

用地買収が終了した箇所から順次遺跡の包蔵状況を確認することとし、試掘調査を平成8．9年度の

2カ年に亘って実施した。その結果、野芥．梅林地域において、新たに数カ所の遺跡の存在を確認し

たため、平成9年度より発掘調査を開始した。

平成11年度事業としての発掘調査対象地は、外環状道路第Ⅲ工区の東端部に位置し、福岡市交通局

事業の地下鉄第3号線建設予定地域にも相当する。

発掘調査は、福岡国道工事事務所、及び福岡市交通局と福岡市教育委員会の三者による受託契約に

よって実施することとなった。

2．発掘調査の組織

（1）平成11年度の発掘調査組織

調査委託者　　建設省九州地方建設局福岡国道工事事務所（現国土交通省）

福岡市交通局

調　査　主　体

調　査　担　当

調　査　責　任

発　掘　担　当

庶　務　担　当

調　　査　　員

調査協力者

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課

文化財部埋蔵文化財課長　柳田純孝（退職）

埋蔵文化財課主任文化財主事　井澤洋一（現文化財交流センター開設準備担当主査）

埋蔵文化財課第一係　木原順二（現西区役所市民課主査）

吉田扶希子、田中昭子

上野道郎、吉鹿裕隆、井手上真一、柴田安徳、西原雅美、永井ゆり子、折田怜子、

大穂栄子、俣野志津代、青柳美智子、土生喜代子、庄野崎ビデ子、箱田香代子、

梅野真澄、辻ミチ子、広瀬美知子、古藤あけみ、堀タケ子、西口キミ子、

服部由美、楢崎直子、藤崎真歩

－1－



（2）平成13年度の資料整理組織

整理報告委託者　　国土交通省九州地方建設局福岡国道工事事務所

福岡市交通局

整理報告主体者

整理報告責任者

整理報告担当

庶　務　担　当

調　　査　　員

資　料　整　理

福岡市教育委員会

文化財部埋蔵文化財課長　山崎純男

文化財整備課整備係長　井澤洋一（現文化財交流センター開設準備担当主査）

文化財整備課管理係　宮川英彦（現南区役所保険年金課）

田中昭子、藤崎真歩

江口しづの、堀タヶ子、辻ミチ子

遺跡調査番号 9 9 6 3 遺　 跡　 略　号 U B Y －4

地　　　　 番 城南区梅林 4 丁目451－10 ．11 分布地図番号 七隈 7 4

開　発　 面　積 910・44㎡ 調査対象面積 910・44㎡ 調査面積 760㎡

調　 査　 期　 間 平成11年 7 月24 日～10月30日

－　2　－



1・梅林遺跡　2．干隈古墳D群　3．梅林古墳　4・梅林八幡宮古墳　5・五ケ村池古墳　6・干隈B古墳群

7．飯倉遺跡　8．別府遺跡　9・西新町遺跡10．藤崎遺跡11．飯倉原遺跡12・七隈古墳群

Fig．1周辺の遺跡（縮尺1／25，000）

－　3　－



第

Fig12　梅林遺跡の周辺遺跡と外環状道路位置図（縮尺1／8，000）

－　4　－

［＝］圃場整備区域



浦山・梅林地域の航空写真

－　5　－

※写衰掲載については陸上l二地理院の許可を柑た。
○印は調査地点



第2章　調査経過
1．立地
早良平野を南北に貫流する室見川は、背振山系を源流として山麓の内野．脇山地区に広大な段丘を

形成し、更に全長約15．5kmに亘る流域には肥沃な沖積地を形成している。古代には背振山系一帯には

密教が隆盛を極めたが、この室見川の東岸に位置する抽出も同様であった。特に油山西麓に存在した

天福寺は対外交易にも関わりを持ち、背振山系密教の中心であった東門寺との間に争論を繰り返す程

の勢いをもっていた。

この油山からは、更に博多湾に向かって幾つもの舌状丘陵が派生している。この丘陵には数多くの

遺跡が存在するが、特に干隈から飯倉に至る全長約2．5kmを測る丘陵上には、鋼剣が出土した飯倉遺

跡や、銅鏡の鋳型が出土した飯倉D遺跡、更に南側の尾根上には前方後円墳の干隈古墳が存在する。

また、福岡大学病院が立地する標高30～40mの丘陵には、縄文時代の遺跡である五ヶ村池遺跡や古

墳時代と考えられる製鉄遺跡が存在するが、最も顕著な遺跡としては、古墳群の分布である。この丘

陵にもかつては七隈古墳群が分布していたが、現在は福岡大学の校庭拡張や周辺の開発によってその

数は減じている。この丘陵からは、更に東方向や西方向に舌状台地を複雑に分岐しており、これらの

台地の先端部には集落遺跡が散在していることが、発掘調査などにより推定することができる。

当該地周辺の遺跡については、従来より特に梅林地域に於いては主に七隈古墳群を中心とした後期

古墳群の分布地域として知られており、集落遺跡の状況については余りわかってはいない地域であっ

た。近年、住宅の開発に伴い、その実態が明らかになりつつある。

発掘調査例としては、平成元年～3年に梅林三丁目地域において公園建設に伴い、弥生～古墳時代

の集落遺跡である飯倉F遺跡の調査を行い、又、飯倉C遺跡では、古代の氷室跡なども発見している。

梅林遺跡から西方向に約600mの地点には1989年に発掘調査を行った5世紀後半から6世紀中頃の時

期で、全長約30mを測る前方後円墳の梅林古墳が存在している。この古墳の副葬品の中には外来系

の土器が含まれていた。さらに当遺跡から南方向に約56mに位置するクエゾノ古墳群は、1992年の発

掘調査－の結果、5世紀代の古墳であることが判明したが、副葬品には製鉄に関わる工具が出土してお

り、渡．来系の製鉄集団の存在を伺わせていることから梅林遺跡の古墳時代遺構との密接な繋がりを示

すものと考えられる。

当該地の地形は、おおむね南北方向の飯倉丘陵の尾根から北東方向に小さく突き出した台地上に立

地し、七隈川の開折によって造り出された狭－長な平野に立地している。台地縁辺の水田化は早くから

行われていたが、昭和55年に竣工した福岡市営圃場整備事業に際しての水田区画割整備のために台地

が大きく削平を受けており旧地形を留めていない。

調査地点の東側には、三両をコンクリートで固められた七隈川が細々とその流れを留めているが、

七隈川を中心とした周辺の谷地形は、両岸に標高約30mの丘陵が迫っていることから最大幅が80～1

00m程の狭小な平野を形成しているにすぎない。

また、現在は圃場整備によって平坦地形が形成されているが、かつては全体が傾斜地形であったと

考えられるO　この緩傾斜地面が現在も水田として利用され続けられている。

梅林地区の発掘調査は、平成14年度現在6カ所である。平成9年度に梅林遺跡第1次調査では、古

墳時代の居館跡や平安時代の水田跡を発見したO平成10年度の第2次調査においては、オンドル構造

をもつ竪穴住居跡の集落を発見したが、この集落は第1次調査で発見した古墳時代の居館跡の時期に
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も近く、直接的に関わる遺跡として注目される。平成11年度の第3次調査では、第1・2次調査に関

わる居館跡の一部の他、奈良～江戸時代の水田跡などを検出した。今回の発掘調査では、地形的に第

2次調査地点と占地を同じくすることから関連する古墳時代の竪穴住居跡の他、古墳時代～奈良時代

の掘立柱建物跡や柵跡を発見した。

2．調査の概要と方法

（1）調査概要

調査対象地の現況は段々畑の水田で、一帯は七隈川西岸の段丘を利用した水田地帯であった。水田

面の標高は、最も低い七隈川西岸部では20．8m、丘陵上部の第2次調査地点では24・7mを測る。当該

地と東側市道路面との比高差は無いが、道路東側の水田との比高差は1・6mを測る。

調査対象地内は、平成8年度の試掘調査において地権者の了解を得て北側の梅林中学校寄りにトレ

ンチを設定した。調査ではFig．36の模式図に示したとおり90cm深さから粗砂混入した茶褐色土層、

及び深さ140cmではマンガンを含んだ黄褐色粗砂層を検出したO　よってトレンチ内では遺構を発見

できなかったため「遺跡の包蔵無し」と判断していた。しかし、その後第2次調査の結果により当該

地においても遺構存在の可能性が高まったため福岡市土地開発公社による用地買収が終了した時点に

おいて再度試掘調査を実施した結果、住居跡などを発見したため発掘調査を実施するに至った。

しかしながら工事の進捗に伴い、工事用道路を当該地に設ける必要性が緊急的に浮上したため調査

区北側の第一次の試掘調査（平成8年度）を行った部分約240・54㎡については、埋蔵文化財調整事務

局として「遺跡が存在しない部分」と判断し、工事用道路の建設工事着手を承諾し、発掘調査対象地

から除外した。

表土・残土処理については、場外への搬出移動が難しいことから調査区内において反転処理を余儀

なくされた。＿

表土の除去は、試掘調査の成果に基づき、削平の著しい西側半分は、地山面まで一気に掘り下げ、

東側半分については、黒色粘質土の遺物包含層が存在するためこの層の上面にてとどめたO包含層の

分布状態は、撹乱や圃場整備等の削平があるため全面に遺存しておらず調査区中央部のFig．7に示

した範囲であるが、この包含層は、奈良時代と考えられる掘立柱建物跡周辺にのみ分布していること

から整地層七考えられる。高台付杯等の須恵器や土師器が多く出土しているO

測量基準点は公共座標を用いたが、調査区内のメッシュ杭は第2次調査の基準杭に併せて設置した。

メッシュ杭は、図面割付けの都合上、南北10m、東西6mの大枠の方眼を組み、内部は2mメッシュ

とした。座標はFig・5に示した通りであるO

（2）遺構概要

遺構　1．縄文時代　埋甕　2基

2・古墳時代　竪穴住居跡　3軒

3．古墳時代～奈良時代　掘立柱建物跡　5棟

4・古墳時代～奈良時代　柵跡1条、溝1条、不明遺構1
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Fig．3　梅林遺跡第1～5次調査位置図（縮尺1／2，000）
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査

梅林遺跡第1～5次調査全景
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梅林遺跡第2．4次調査全景
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Fig14　梅林遺跡第2．4次調査遺構配置図（縮尺1／500）
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第3章　調査報告

1・地形と土層

（1）地　形

発掘調査前の地目は水田であるが、当該地は水掛かりの関係から七隈川に向かって段々畑を形成し

ている。七隈川西岸部との比高差は1．6mを測る。

既述した様に、当該地は標高約32mを測る飯倉丘陵尾根より北東方向へ突き出した舌状台地の先端部

に立地する。この舌状台地の元来の標高は、昭和55年に福岡市による3ha規模の圃場整備が行われてい

るため不明であるが、尾根との比高差が約9・5～10．2mを測ることから大幅な地山削平による造成が行わ

れたことが想像できる。削平は圃場整備以外にも古墳時代、古代にも断続的に行われた可能性が大きい。

また当該調査範囲は、第2次調査地点と東側市道に挟まれた幅約26mの範囲である。旧耕作土の標

高は、約22．0mである。遺構面の標高は、西側では約22．0m、東側では約21．50mを測るO

区画整理以前の水田面は、地山面及び第4層の下面において2カ所の段が認められることから上段

は幅16m程度、中間の段は幅2m程度の区画で、下段は急激に傾斜している。この急激な傾斜部分上

部に埋立によって市道が建設されている。

（2）土　層

調査区南壁面の土層（Fig．6）観察では、上面から第1層が現代の客土で、旧耕作土の上面に25～

30cmの盛土が行われている。第2層が旧耕作土（現代）、第3層は床土、第4層は淡灰褐色粘質土

と、暗灰色粘質土及び、茶褐色粘質土の混合土となっている。第4層は、圃場整備時の客土層で、深

さは西側で最大75cmを測る。田面基盤の切土・盛土工事によって地形に沿った不整形の段々畑から

－12－
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整形な区画田圃へと地形変更が成されているが、この層は圃場整備の基盤を整えるための整地層と考

えられる。第5層は圃場整備工事に伴う撹乱土、第7．8層は地山八女粘土層の汚染層である。住居

跡SCOl上面に存在する第15・16・17層は旧表土と考えられる。

土層図に現れた遺構の内、Bは住居跡SCOl、Cは溝であるが、A・D・Eの遺構については表土

除去当初に土層観察のため、一気に掘り下げたため面的に捉えることができなかった。Dについては、

南側に隣接した第6次調査によって竪穴住居跡であることが確認されている。

調査区遺構面は、西側は削平によって地山の八女粘土層及びその間層を形成する砂質層が表出して

いるが、この八女ローム層は調査区西端から約10m付近で急激に落ち込むため調査区東側は、ローム

層風化土が二次堆積した茶褐色粘質土が遺構面になっている。調査区東側の遺構はこの茶褐色粘質土

面から掘り込まれていた。黒色粘質土の包含層は、掘立柱建物跡SBOl．02の存在する段落ち部分に

分布していた。

Fig17　第4次調査遺構配置図（縮尺1／200）
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Fig，8　埋甕配置図（縮尺1／300）
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Fig．9　埋甕SX01・02実測図（1／10）
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2．遺構・遺物説明

（1）埋甕（SX）

縄文時代後期と考えられる埋甕を2基検出した。いずれも調査区の北東側に位置するが、調査区境

や現代の暗渠排水溝によって切られるため、全体形は不明である。

SXO1（Fig19）調査区の北東側に位置する。調査区を東西に走る現代の暗渠排水溝によって北側を

切られるため全体形は不明である。かつ大部分を削平されて、遺存状態も悪く原型を留めていない。

墓壙は不整円形を里し、断面は摺鉢状を呈する。墓壙の最大径は21cm、深さ15cmを測る。墓壙内

部には縄文時代後期の鉢の口縁部片と鹿部片が遺存している。

埋
甕
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X
O
l
（
北
東
か
ら
）

埋
甕
S
X
O
l
（
南
東
か
ら
）
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SXO2（Fig19）調査区の北東隅境界地に位置する○削平のため遺存状態は悪い。全体形は不明であ

るが、掘方平面形は不整円形を、断面形は逆梯形状を呈する。最大径89cm、深さ17cmを測る。内

部には、下甕をほぼ直立した形で埋めている。

下甕の鉢底は打ち抜かれているが、内底には底を詰めた状態で拳大の1石が存在する。現存高は22

cm、最大径は27cmを測る。上甕片は崩落した状態で下甕内に存在するOこの上下の甕には、いず

れも縄文時代後期の深鉢を用いている。

（2）埋甕出土遺物

理甕出土遺物（Fig．10）1はSXOl、2～4はSX02から出土した。

1は鉢口縁部と鹿部片で、復原田径18．8cm、底径7．0cmを測る。内外面不整方向の指ナデ調整で、

外面一部に条痕が残る03は土嚢の深鉢で、口縁～胴部片である。外面は条痕が残り、口縁部内面は

ヨコナデ調整、胴部内面はナデ調整である。4は下甕の深鉢で、胴部片である。口縁部と鹿部を欠く。

外面はタテ方向の条痕が、内面はヨコナデ調整、一部に指頭圧痕が残る0

2は花崗岩の自然石である。風化が著しい。SX02の深鉢内底で検出した。

SXOl

埋　甕　出　土　遺　物

SXO2下

4

※　数字は実測番号に一致する。

（3）竪穴住居跡（SC）

竪穴住居跡は全部で3軒検出したO調査区の南端に1軒、北東側に2軒である。いずれも境界地に

位置するため全体形は不明であるが、平面形は略長方形と考えられる。竪穴住居跡SCOl・02はいず

れも6世紀代のもので、SCOlは特に著しい削平を受けているO住居跡SC03は調査期間の関係で発掘

調査ができず、住居構造は不明である。

住居跡SC01・02は、周壁沿いを全周すると思われる壁溝（煙道）を設けている。本来これは粘土

によってトンネル状の構造を形成し、カマドからの煙を住居内に循環させるもので、いわゆるオンド

ル構造を有していたものと考えられる。

オンドル構造と考えられる住居跡は、当該地の西側に隣接する梅林遺跡第2次調査で検出しており、

今回の住居跡と同様な構造形態である。竪穴住居築造当初のオンドル機能の主たるカマドを廃止し、

通常見られるカマドを新たに造りなおして使用した状況が確認された。またオンドル住居跡は県内外

に多数発見されているが、当遺跡のように住居内全体に巡る煙道を検出した例は少ない。
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SXO2

＼　　　　　　1

Fig110　埋甕出土遺物実測図（縮尺1／3）
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0
ノ－－　＿－l－　10m

Fig．11竪穴住居跡配置図（縮尺1／300）

竪穴住居跡．掘立柱建物跡全景（西から）
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sco1（Fig．11・12・13）南端の調査区境に位置する。調査区内で検出した約1／3程度の部分を発掘調

査した。上面は著しい削平を受けており、壁．カマドの遺存状態は悪い。平面形は、略長方形と考え

られる。長軸は、略南北方向で、現存長は南北長約1．9m、東西長6．7m、壁の残存高約20cmを測る。

主柱はPl．P2の2本のみ検出しており、柱穴長径は現存長35－67cm、短径55－70cm、深さ42～85

cmを測る。桂根径は17cmを測る。

ヵマドは北壁中央に造りつけているが、遺存状態は悪い。断面観察では、炉床は二重になっており、

2回に亘って造り替えられている。上面のカマドは、略南北の長さ96cm、幅78cmを測る。カマド

内には、構築材として用いたと思われる土器片が存在した。カマド内に支脚等は存在していない。袖

部と思われる粘土が一部残存する○炉床と考えられる焼土面は、床面より約6cm程高い位置にあり、

固く焼けしまっていた。焼土面の範囲は、南北長約70cm、幅は65cmを測る。焼土の南側には更に

炭化物層が広がっている。

下層カマドは、炉床のみを検出したO炉床は、長さ87cm、最大幅71cm、深さ2・5cmの掘り込みを

持っており、焼土面は南北方向に広がって北側は周溝に接している。第2次調査検出のオンドル構造

と考えられる竪穴住居跡のカマドの状態に相似していることからオンドル構造の住居跡と推測できる。

周溝は幅18～37cm、深さは12～20cmを測る。住居跡壁際に沿って、全周するものと思われる。

覆土に焼土．炭化物を含む。特に北西側、北東側コーナー部分が最も狭く、北西側コーナーは特に浅

い。オンドル構造の住居跡であれば、この北西側、北東側コーナーに排煙溝の存在を想定できる。

遺物は、カマド内から土師器甕、床面から土師器甕．鉢、須恵器杯身・杯蓋、周溝から土師器甕、

須恵器杯身．杯蓋、石製品などが出土している○
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周溝E断面土層名称

1・灰褐色粘質土　炭化物含む
2・淡灰褐色粘質土　炭化物含む
3．淡灰褐色粘質土　炭化物含む

F L＝22．00m

Fig112　竪穴住居跡SCOl実測図①（縮尺1／60．1／20）
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竪穴住居跡SCOl及び上面カマド・炉床の状態（南から）

竪穴住居跡SCOl及び下面カマド．炉床の状態（南から）
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SCO2（Fig．10・13．14）調査区の北東隅に位置する。境界地にあるため住居跡全形は不明で、約1／2

部分を発掘調査対象とした。上面は削平を受けている。オンドル構造の住居跡と考えられる。

平面形は、隅丸長方形と考えられる。現存の南北長は約5・1m、東西長は約3・5m以上、壁の残存高

は約30cmを測る。主柱はPl．P2の2本のみ検出しており、柱穴長径は67～70cm、短径は47～52
cm、深さは74～77cmを測る。

壁に沿った周溝は全周するものと思われる。カマドは西壁中央に造りつけており、遺存状態は比較的

良い。カマド部分の中央に設定したトレンチ調査の結果から、カマド炉床が二重に存在することが判明

した。カマド壁体は褐色粘土を用いて逆ハの字型に設けている。

上面カマドの焼土面（炉床）は、床面より3cm程上面で検出した。平面形が、不整楕円形を呈した

炉床は、周溝から65cm離れて存在する。炉床焼土面は、長さ約80cm、幅約70cmを測る。焼土の東

側には炭化物層が広がっており、焚き口と考えられる。カマド中央の周溝と炉床が接している部分には、

長さ32cmの方柱状砂岩が支脚として据えられており、床からの高さは9cmを測る。Fig・14のカマド

断面土層をみるとカマドの奥壁が住居の外に突出しており、この部分が排煙のための煙出し構造と考え

られる。また、この上面カマド炉床は、周溝上に乗っていることから上面のカマドは周溝を利用しない
ことが判明した。

下面カマドの焼土面（炉床）は周溝に接しており、最大径40cmを測る○このカマド炉床は周溝と

切り合いがみられず、周溝と同時に設置されたものと考えられる。焚言と考えられる部分の東側には

炭化物層が広がっているOまた、カマドの南側には2条の焼土面があり、若干くぼんでいることから
煙道の可能性もある。

竪穴住居跡SCO2（カマド調査前）の状態（東から）
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竪穴住居跡SCO2及び煙道の状態（東から）

竪穴住居跡SCO2完掘後の状態（東から）

－29－



□焼土
図炭化物
闇粘土

L＝22．00m

L＝21．80m

■㌣一三一一∴㍉∴二∵二一一
カマド横断面
J

L＝21．80m

胤．断種鵠一浩鶴遺悪一、．）1．2ミ澄ま、言…．。、．，。。

ここ取

－．て、ヽ．1、

ト
レ

8

13

ン

4　　 ここ－土：椚1 ccごしきこく掘一触甜極細 －。，薫／工一、．一弘酎 S 億 チ

6

14

0

U　　一二二二当C岩／2。。

下面カマド
D’

下面カマド土層名称
1．焼土
2．土器片

カマド横断面J土層名称
1．褐色粘質土　砂粧含む
2．1よりやや暗い
3・黄褐色粘質土

4・やや暗い褐灰色粘質土　砂粒含む

5．時褐灰色粘質土と焼土の混合土　炭化物含む
6．暗褐灰色粘質土　炭化物含む
7．灰褐色粘質土　炭化物含む
8・1に焼土含む
9・7よりやや暗い
10．1よりやや暗い
11・焼土

12．1よりやや暗く砂粒含む
13・暗灰褐色粘質土
14・褐灰色粘質土

Fig．14　竪穴住居跡SCO2実測図①（縮尺1／60・1／20）
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F L＝21．80m 周溝F断面　土層名称
1．灰褐色粘質土
2・1よりやや暗い
3・褐灰色粘質土

L＝21．75m

住居跡埋土土層名称
1．暗褐灰色粘質土

砂粒、焼土、炭化物含む
2．灰褐色粘質土
3．暗褐灰色粘質土と暗茶色粘質土の混合土

砂粒、焼土、炭化物含む
4．やや暗い褐灰色粘質土

焼土、炭化物含む

煙出しH断面 L＝21．75m

SCO2煙出し土層名称
I．暗褐灰色粘質土

鉄分、焼土、炭化物少量含む
2．1と同質、灰色粘質土含む

焼土、炭化物少量含む
3・2に黒色粘質土含む
4・暗い茶褐色粘質土
5．淡褐灰色粘質土

焼土、炭化物少量含む
6．暗灰褐色粘質土
7．褐灰色粘質土
8．炭化物と7の混合土
9・筒状に炭化物含層

外周は環状の炭化物層
10．黒色土

5．赤橙色粘質土（焼土）と4の混合土
6．暗褐灰色粘質土と黄褐色粘質土の混合土
7．赤橙色粘質土とIの混合土
8．1に赤橙色粘質土ブロック含む
9．赤橙色粘質土　赤褐色粘質土含む
10．暗褐灰色粘質土

焼土、炭化物含む
11．暗褐灰色粘質土　焼土含む

12．暗褐灰色粘質土
黄褐色粘質土含む

13．褐灰色粘質土
14．灰褐色粘質土
15・13と同じ
16・噌褐灰色粘質土

」＝21．75nn

0　　　　　　　　　　50cm
と二二二二一一一一　　1　　一二∃（1／20）

Fig115　竪穴住居跡SCO2実測図②（縮尺1／60・1／20）
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竪穴住居跡SCO2カマドの状態（北東から）

竪穴住居跡SCO2カマド断ち割り状況（北東から）
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住居壁に沿って全周する周溝は、幅37－58cm、深さ3ト45cmを測る。北西側のコーナー部分は

幅が広くなっており、この部分に直径約30cmのU字形のトンネルの煙出しを設けている。入口部分

は焼土及び、炭化面がみられた。

このトンネル状煙出し煙道は、全長約4m、幅約30cmを測り、やや蛇行しながら北側にのびる。

トレンチ断面でみると、住居跡の隅角から約1．5mまでは本来楕円形状のトンネルを呈していたもの

が陥没し、断面U字形状になったものと確認できる。また煙道底面は、住居跡隅角のトンネル入口

部分から2・4m地点までが徐々に深くなっており、その先は一段上がっている。その先が煙突につな

がる部分と考えられる。先端には、径22cmのピットがあるので、煙突状器具が設置されていたこと

が考えられる。

遺物は、カマド内より土師器甕、床面から土師器甕．鉢、須恵器杯身・杯蓋．高糊口．甕、赤焼け

土器、石製品などが出土している。

Tab．1梅林遺跡第4次調査竪穴住居跡一覧表

遺構名 形態
計測値（cm） 火気施設 煙突

出土遺物 時代 備考
現存長 現存幅 壁高さ 有無 位置 有無 方向

SC 01 略方形
185
＋α

670 20 ○ 北北東
土師器甕 ．鉢 ．壷、
須恵器杯蓋 ・杯身 ・
甕 ・鉢、石鉄

古墳時代 調査区境にある。

SC O2 略方形 334
＋α

566 39 〇一 西北西 ○ 北

土師器甕 ．鉢 ．壷 ．
杯、須恵器杯蓋 ．杯
身 ・高杯 ．甕 ・鉢 ．
瓶、石鉄、石槍

古墳時代 調査区境にある。

SC 03 略方形
39g
＋α

140
＋α － － － － － － 古墳時代－

調査区境にあり、
未掘のため不明－

竪穴住居跡SCO3検出状態（南西から）
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SCO3（Fig．10）調査区の東隅に位置するが、未調査であるため規模、時期共に不明である。略南北

長3．9m以上、東西長1．4m以上を測る。

（4）竪穴住居跡出土遺物

SCOl出土遺物（Fig．16．17）7・8はカマド、9は上面カマド、5・10～12は周溝、その他は住居

跡覆土から出土した。5～10は土師器で、5・7～10は甕、6は杯、11～18は須恵器で、11・14～16

は杯蓋、12・13．17は杯身、18は鉢、19～22は石製品である。

5は甕口縁部片で、復原田径14．8cmを測る。口縁部はくの字形を呈する。口縁部内外面はナデ調

整、胴部外面はヨコハヶ調整、内面はヘラヶズリ調整である。6は口縁部片で、復原田径14・8cmを

測る。内外面ナデ調整である。7は口縁部片で、復原田径16．6cmを測る。口縁部はゆるく外反する。

外面はハヶ後ナデ調整、口縁部内面はヨコ方向のハヶナデ調整、胴部内面はナデ調整である。8・9

は胴部片である。8は、外面は擬似格子目叩き後にヨコ方向のハヶナデ調整、内面はヨコナデ調整で

ある。9の外面はタテハヶ調整、内面はナナメ方向のヘラヶズリ調整を施している。10は口縁部片で、

如意形を呈する。二次火を受けており、内外面磨滅している。

11は杯蓋の完形品である。口径11・Ocm、器高3・4cmを測る。口縁端部をやや外につまみ出す。内

外面回転ナデ調整。天井部外面は左回りの回転へラヶズリ調整を施す。12は復原田径12・2cm、器高

4・Ocmを測る。口縁部の立ち上がりはやや内傾する。天井部外面は右回りのヘラヶズリ調整である。

13は口縁部片で、復原田径12・4cmを測る。蓋受け部は平坦で、口縁部の立ち上がりは内傾気味であ

る。内外面回転ナデ調整である。14～17は口縁部片である。14は口唇部内側に浅い沈線がめぐる。16

の口縁部内側のかえりは小さい。内外面回転ナデ調整である。18は鉢の口縁部片で、復原田径15・O

cmを測る。口縁端部をやや外につまみ出す。内外面回転ナデ調整である。

19～21は打製石器で、22は打製石斧である。19はサヌカイト製の石槍、20．21は黒曜石製の石鉄で

ある。19は一部に自然面を残しており、刃部調整は粗い。下部を欠く。20は刃部や器面調整が粗く、

未製品であると思われる。21は両脚部を欠く。22は玄武岩製である。欠損が著しく、調整は不明であ

るが、片面に一部研磨を施す。

SCO2出土遺物（Fig118．19）23は下層カマド炉床下、32はカマド南側、25．39は煙道、41は煙出内

ピット、その他は住居跡覆土から出土した。23は土師器で、23～25は甕、26は壷、27～40は須恵器で、

27．28．30～32は杯蓋、29・34．35は杯身、36．37は高杯、33・38～40は甕、41～43は石製品である。

23は口径15．8cm、器高35・1cmを測る。カマドの構築材として用いられていたもので、外面に煤が

付着している。胴部最大径が下位にあり、平底を呈する。口縁部は外反し、端部を丸くおさめる。内

外面ナデ調整である。胴部外面はタテ～ナナメ方向のハヶ目調整、内面はタテ．ナナメ方向のヘラヶ

ズリ調整、内鹿部には指頭圧痕が残る。24は復原田径17．2cmを測る。口縁部はくの字形に強く外反

し、内外面ナデ調整である。胴部外面はナナメ方向のハヶ目調整で、内面はヘラヶズリである。25は

甕の鹿部片で、外面はハヶ後ナデ調整、内面はヘラヶズリ調整である。26は壷の口縁部片で、復原田

径14・6cmを測る。口縁部は直言気味で、内外面ナデ調整を施す。

27～40は須恵器である。27は復原田径15．4cmを測る。内外面ナデ調整、天井部外面はヘラヶズリ

調整である。口唇部内側には浅い沈線がめぐる。28は復原田径14．0cm、器高3．3cmを測る。内外面

回転ナデ調整、天井部外面は左回りのヘラヶズリ調整である。29は復原田径14・Ocm、器高4．0cmを

－38－
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Fig．16　竪穴住居跡SCOl出土遺物実測図（縮尺1／3）
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※　数字は実測番号に一致する。

測る。口縁部の立ち上がりはやや内傾し、蓋受けは小さい。内外面回転ナデ調整、鹿部外面は左回り

のヘラヶズリ調整である。31．32はいずれも口唇部内側に段をなす。33は蓋天井部片で、外面に櫛臼

状の刻み目を施す。34の口縁部の立ち上がりは内傾し、蓋受けに沈線がめぐる。内外面回転ナデ調整

である。35の口縁部の立ち上がりは直立気味で、蓋受けは小さく、平坦である。36の口縁部は外反気

味で、体部との境に段をなす。37は高杯脚部片で、底径10．0cmを測る。透かしを施す。内外面回転

ナデ調整である038～40は胴部片で、外面の器面調整は、38が平行叩き、39が擬似格子目叩き、40が

格子目叩き、内面は38・40が青海波の当て具痕、39が同心円の当て具痕を残す。

41は煙道内ピットより出土した。サヌカイト製の石槍である。・刃部先端と基部を欠いている。全面

の剥離調整は丁寧である。42は石錘で、扇平な自然石を用い4カ所に紐掛けの欠き込みをつけている0

43はカマド内に設定したトレンチから出土した○サヌカイト製の打製石鉄である。刃部先端と両脚部

の先端を欠いている。

（5）掘立柱建物跡（SB）

全部で5棟検出した。内訳は倉庫跡と考えられる総柱建物が1棟、属．宅建物と考えられる側柱建物

が4棟である。掘立柱建物跡SB05は、住居跡SC02を囲む柵状遺構とも考えられるO掘立柱建物跡

sB01は、東西両側に庇（下屋）が付く可能性がある○いずれも削平を受けて遺存状態は悪く、時期

の確定は困難であるが、掘方形状や整地層の出土遺物により古墳～奈良時代までの幅が考えられる。

－43－
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Fig．20　掘立柱建物跡配置図（縮尺1／300）

掘立柱建物跡SBOl～05（南から）
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Fig．21掘立柱建物跡SB01・02実測図（縮尺1／80）
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掘立柱建物跡SBOl．02（南から）

掘立柱建物跡SBOl・02．04（西から）
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掘立柱建物跡SBO3（西から）

掘立柱建物跡SBO5（東から）
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柱穴の平面形は、不整円形、隅丸方形、及び楕円形状を呈するO柱穴の規模は、直径20～80cmを、

桂根径は12～14cmを測る。

SBO1（Fig．20・21）調査区のほぼ中央に位置し、削平が著しい。掘立柱建物跡SB02と切り合い関係

にあるO側柱建物であるが、東西両側に庇状となる柱穴Pll・P14が存在する。略東西方向の建物で、

梁行2間、桁行4間の規模である。梁行は420cm、梁間平均は210cm（約6．9尺）で、桁行は773。㎡、

桁間平均は約193cm（約6・4尺）を測る。桁間の間隔は均等ではない。東西両側に庇が存在するとす

れば、その規模は1間×2間の規模で、柱間は本体の建物の主柱間隔に一致する。

柱穴掘方の平面形は、不整円形、楕円形、隅丸方形状を呈しているO柱穴の直径は34～86cmを、

柱根径は平均で12cmを測る。

遺物は、土師器壷、須恵器杯身・杯蓋、黒曜石の石鉄などが出土している。

SBO2（Fig・20・21）調査区の中央に位置し、削平が著しい。掘立柱建物跡SBOlと切り合い関係にあ

る。側柱建物である。略東西方向の建物で、梁行2間、桁行3間の規模である。東側に庇状となる柱

穴Pllが存在するO梁行は469cm、梁間平均は234．5cm（約7．8尺）で、桁行は691。㎡、桁間平均は2

30cm（約7・7尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形、又は楕円形状を呈している。柱穴の直径は38～84cmを、桂根径

は平均で14cmを測る。

遺物は、土師器、須恵器杯蓋などが出土している。

SBO3（Fig．20・22）調査区の北側に位置し、近代の排水溝などの段落ちによって北側を削平されて

いるため、全体規模は不明である。また南側桁行の柱穴を欠いている。側柱建物である。略東西方向

の建物で、梁行3間である。桁行は現存では3間であるが、5間規模と考えられる。梁行は328。㎡、

梁間平均は109cm（約3．6尺）で、桁行は693cm、桁間平均は現存で231cm（約7．6尺）5間規模では

約138cm（約4．6尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形、又は楕円形状を呈しているO柱穴の直径は28～54cmを、桂根径

は平均で14cmを測る。覆土は、やや褐色がかった粘質土であるが、ほとんどの柱穴にしっかりした
焼土を含んでいた。

遺物は、黒曜石が出土している。

SBO4（Fig・20．22）調査区の南側に位置する○削平が著しい。略南北方向の建物で、倉庫跡と考え

られる。梁行l間、桁行1間の規模である。梁行は130cm（約4．3尺）、桁行は165。m（約5・4尺）を
測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形、又は隅丸方形状を呈している。柱穴の直径は22～42cmを、柱根

径は平均で12cmを測る。

遺物は、土師器、須恵器などが出土している。

SBO5（Fig・20．22）調査区の東側に位置する。住居跡SC02を囲むような形で存在する。梁行1間以

上、桁行6間以上の規模である。梁間は240cm（8尺）、桁行は694cm、桁間平均は約116。m（約3．8

尺）を測る。桁行南側の柱穴は住居跡と重複するため検出できておらず不明であるO住居跡SC02の

－48－
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SBO1

N L＝22．25m S

SBO1－Pl

土層名称
1．灰褐色粘質土と暗灰青色粘質土の混合土

焼土含む
2．青灰色粘質土と褐色粘質土の混合土

炭化物含む

S L＝2200mN

SBO土P7

土層名称
1．灰褐色粘質土　焼土、炭化物含む
2．褐灰色粘質土　砂粒、炭化物含む
3．灰褐色粘質土　灰色粘質土ブロック含む
4・褐灰色粘質土　焼土、炭化物含む
5．黄褐色粘質土
6．5よりやや暗い

L＝22125m S

SBO2－Pl

土層名称

1．暗灰色粘質土　焼土、炭化物含む
2．灰色粘質土
3．灰褐色粘質土　炭化物含む
4．3より褐色が強く、砂粒含む
5・褐灰色粘質土
6．暗灰褐色粘質土
7．褐灰色粘質土と黒灰色粘質土の混合土

L＝2200mN

N L＝22　25m S

SBO1－P2

土層名称
1．灰黒色粘質土　焼土と炭化物含む

2．淡い灰褐色粘質土（柱痕）
3・暗灰褐色粘質土　炭化物含む
4．褐灰色粘質土　炭化物含む

5．灰褐色粘質土　炭化物含む
6．灰褐色粘質土

SBOLP8

土層名称
1．灰褐色粘質土　焼土、炭化物含む
2．暗灰褐色粘質土
3・灰褐色粘質土
4．褐灰色粘質土

N L＝2225m S

SBO2－P2

土層名称
1．黒灰色粘質土　焼土含む
2．暗灰褐色粘質土
3．暗灰青色粘質土
4．3より暗い
5・暗褐灰色粘質土
6．灰褐色粘質土

N L＝22　25m S

SBO1－P3

土層名称

1．灰褐色粘質土　焼土、炭化物含む
2．灰褐色粘質土（柱痕）
3．灰色粘質土　炭化物多く含む
4・灰褐色粘質土　炭化物含む
5．褐灰色粘質土　炭化物含む
6・灰褐色粘質土

L＝2200m N

SBO1－P9

土層名称
1．灰褐色粘質土　焼土含む

2・褐灰色粘質土　砂粒含む
3・2よりやや暗い

4・褐灰色粘質土
5．灰色粘質土
6．やや暗い灰褐色粘質土　砂粒含む
7．暗褐灰色粘質土
8．暗灰褐色粘質土

N L＝22．25m S

SBO2－P3

土層名称
1．暗灰褐色粘質土　焼土、炭化物含む
2．青灰色粘質土
3・灰褐色粘質土
4．暗灰褐色粘質土
5．灰色粘質土　褐色粘質土ブロック、焼土含む
6．灰褐色粘質土　焼土含む
7．暗灰色粘質土

Fig123　掘立柱建物跡SBOl．02柱穴土層実測図（縮尺1／20）
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掘立柱建物跡SBOl柱穴断面の土層の状態
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SBO3

N L＝2220mS

SBO3－P1

土層名称
1．褐灰色粘質土

多量の焼土、炭化物含む
2．褐灰色粘質土と

褐色砂粒の混合土
3・褐灰色砂粒

褐色粘質土含む

4・褐灰色砂粒
褐色粘質土少し含む

S L＝22．00mN

SBO3－P6

土層名称
1．暗褐灰色粘質土

焼土、炭化物含む

2・褐灰色粘質土

SBO4

N L＝22．00nn S

SBO4－P1

土層名称
1．暗灰色粘質土　焼土含む
2．灰色粘質土
3．2に焼土含む
4．灰褐色粘質土

砂粒含む
5．4よりやや暗い

SBO5

N L＝21．80m S

SBO5－P2

土層名称
1～5・焼土、炭化物含む
1．黒褐色粘質土
2・暗茶褐色粘質土
3．黒褐色粘質土
4・淡黒褐色粘質土
5．淡黒褐色粘質土
6．淡茶褐色粘質土

N L＝2220mS

SBO3－P2

土層名称
1・褐灰色粘質土

焼土、炭化物多く含む
2．褐灰色粘質土

黄色土より赤い
3・灰褐色粘質土
4．褐灰色砂粒

褐色粘質土少し含む

S L＝22一00mN

SBO3－P7

土層名称
1．時褐灰色粘質土

焼土、炭化物含む

2．褐灰色粘質土

S L＝22．00m N

SBO4－P2

土層名称
1．灰色粘質土
2．灰褐色粘質土

砂粒含む
3．灰褐色粘質土
4．暗灰色粘質土

N L＝21．80m S

SBO5－P7

土層名称
1．暗茶褐色粘質土　礫含む

2．黒灰色粘質土　礫含む
3．1より明るい
4．黒灰色粘質土　礫含む

5．1より淡い
6．暗褐色粘質土　礫含む
7．黒褐色粘質土　粘性強い
8．暗灰色粘質土　粘性強い

N L＝2220mS

SBO3－P3

土層名称
1・褐灰色粘質土

焼土、炭化物多く含む
2．褐灰色粘質土

黄色土より赤い
3．暗灰色粘質土

4．褐色粘質土　砂粒含む

S L＝22．00mN

SBO3－P8

土層名称

1・褐灰色粘質土
焼土、炭化物を少し含む

2．暗褐灰色粘質土

焼土、炭化物含む
3．やや暗い褐灰色粘賀土

S L＝22．00m N

≡彗9∈
SBO4－P3

土層名称
1．灰色粘質土　焼土含む
2・暗灰褐色粘質土

砂粒含む
3・灰褐色粘質土

W L＝21－80m E

SBO5－P9

土層名称
1．黒褐色粘質土

2．濃黒褐色粘質土
3．暗灰褐色粘質土
4．3に黒灰色粘質土含む

5・灰褐色粘質土
6・4より明るい

N L＝22－20mS

SBO3－P4

土層名称
1．褐灰色粘質土

焼土、炭化物含む
2．暗灰褐色粘質土
3・淡い灰黒色粘質土
4．2よりやや暗い
5．暗灰褐色シルト質

S L＝2200mN

SBO3－P9

土層名称
1・褐灰色粘質土
2．1よりやや暗い

W L＝21．80m E

SBO5－P10

土層名称
1・淡褐灰色粘質土
2．暗褐灰色粘質土

炭化物含む
3・1より暗く固くしまる
4．濃褐灰色粘質土

固くしまる
0　　　　　　　　　　　50cm
土一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

Fig．24　掘立柱建物跡SBO3～05柱穴土層実測図（縮尺1／20）
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掘立柱建物跡SBO2～04柱穴断面土層の状態
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Tab12　梅林遺跡第4次調査掘立柱建物跡一覧表

遺構名 規模
桁　 行 梁　 行

方 位
床面積

（㎡）

P it．

数

柱穴状況 〔cm〕
出土遺物 備　 考

実長 柱間寸法 実長 柱間寸法 深さ 長径 短径 柱痕径

SB Ol 2×4
773
（25．8）

193
（6．4）

420
（13．9）

210
（6．9）

N 68。W 15．29 13 14 －72 42～86 34～76 12

土師器壷、

須恵器杯身、

黒曜石石鉄

側柱建物O

東 ．西側庇

付 くか？

SB O2 2×3
691
（22．8）

234．5
（7・8）

469
（15・5）

230
（7．7）

N 62。W 32・41 10 32～50 40～84 38～78 14
土師器、

須恵器杯蓋

側柱建物。

東側に庇が

付 くか？

桁行の柱間

が不均等。

S B O3
3×3

＋α

693
（22．9）

231
（7．6） 328

（10．9）
109
（3．6）

N 62。W 19．33 10 20～40 34～54 28～44 14 黒曜石

側柱建物O

北側削平O

桁行の柱穴

を欠く。
138
（4・6）

S B O4 1×1
165
（5．5）

165
（5．5）

130
（4・3）

130
（4・3）

N 48。W 2・15 4 13～26 27－42 22～37 12
土師器、

須恵器
倉庫。

S B O5
2 ＋α

×4

694
（22・9）

116
（3・8）

240
（8）

120
（4）

N 28℃ 9．72 11 20～36 28～80 20～64 12 土師器

側柱建物又

は、 SC 02

住居跡に仲

属する欄か？

柵跡遺構の可能性も考えられるが、南北方向が住居跡に近接しているため構造上の課題がある。

柱穴掘方の平面形は、不整円形状を呈している。柱穴の直径は20～80cmを、柱根径は平均で12

cmを測るO

遺物は、土師器が出土している。

（6）掘立柱建物跡出土遺物

SBO1出土遺物（Fig．25）44・47はPlO、45．48はP2、46はP3から出土した。44．45は土師器で、44

は鉢、45は壷、47・48は須恵器で、47は杯蓋、48は杯身である。46は石製品である。

44は復原田径14・2cmを測る。丸底の鉢で外面はヨコナデ、内面は指ナデ調整で、下部に指頭圧痕が

残る。45は小型壷の口縁部片である。外面は表面剥離のため、調整は不明。内面には指頭圧痕が残る。

47は口縁端部を欠くが、復元口径13cmと考えられる。内外面回転ナデ調整、天井部外面は回転ナ

デ調整である。焼成はあまく、内外面磨滅している。48は復原田径11・4cmを測る。口縁部の立ち上

がりは厚みが薄く、内傾する。蓋受け部に沈線がめぐる。内外面回転ナデ調整である。

46は黒曜石製の打製石鉄で、脚は丸みをもっている。刃部先端と片方の脚を欠く。

SBO2出土遺物（Fig．25）49はP2、50はPlから出土した。49・50共に須恵器の杯蓋である049は復原

田径12・2cmを測るO口唇部内側に浅い沈線がめぐる。内外面回転ナデ調整である。50は復原田径

14．5cmを測る。内外面回転ナデ調整を施す。

（7）柵跡（SA）
．

2列の柱穴で構成され、東西から南北方向に曲がる矩形の柵状遺構を検出した。遺存状態は悪い。
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SBO1

一一一「－

SBO2

一一二、．三

〒〒三一二）ニ〒ラ

Fig．25　掘立柱建物跡出土遺物実測図（縮尺1／3・1／1）

46

掘立柱建物跡出土遺物

Ⅱ、、丑
46

0　1cm

月i二∃（1／1）

10cm
l　　　　　　　　　　　　　　土－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

（1／3）

48

※　数字は実測番号に一致する。

SAO1（Fig．27）調査区の北東隅で検出した。境界地にあるため全体形は不明であるO柵跡の規模は、

東西4間（3・6m）以上、南北3間（3・3m）以上である。柱列間は95～135cm、柱間は80～135cmを

測る。東西方向の軸をE27。Sにとり、南北方向の軸をN23。Eにとる。当初は掘立柱建物跡の一部で

あると考えていたが、平行した2列の柱穴の柱筋が通らず、コーナー部分を中心にして対応する柱が

徐々にズレることから、東西方向から南北方向に矩形に曲がった柵跡であると判断した。この柵跡が

掘立柱建物跡群を囲むものかは現状では不明であり、別の構遺物である可能性も否めない。

柱穴掘方の平面形は、不整円形、又は隅丸長方形状を呈している。柱穴の直径は36～76cmを、桂

根径は平均で14cmを測る。

遺物は、弥生土器甕、土師器甕．壷、須恵器杯身．杯蓋・甕、石製品などが出土している。

－55－



10mO

L－－－

Fig．26　柵跡配置図（縮尺1／300）

L＝22100m

L＝2200m

0　　　　　　　　　　　　2m
」　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　　　；

Fig127　柵跡SAOl実測図（縮尺1／80）
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柵跡SA01（東から）

柵跡SAOl（西から）
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（8）柵跡出土遺物

SAO1出土遺物（Fig．28）51はP13、52はP14、53はP3、54・55・56はP15から出土した。51は弥生

土器甕、52・54～55．56は須恵器で、52・54は杯蓋、55は杯身、56は甕、53は石製品である。

51は鹿部片で、復原底径6．2cmを測る。やや上げ底で、内外面ナデ調整である。指頭圧痕が残る。

52は杯口縁部片で、赤焼け土器である。復原田径14・4cmを測る。口唇部内側に段がつく。54は復

原田径12・2cmを測る。体部と天井部との境に段をなす。天井部外面にはヘラ記号がみられる。内外

面回転ナデ調整、天井部外面はヘラヶズリ調整である。55は復原田径9．5cmを測るO　口縁部の立ち

上がりは内傾し、蓋受けは小さく、平坦である。体部との境に段をなす。内外面回転ナデ調整、外鹿

部はヘラヶズリ調整である056は胴部片で、外面は格子目叩き後、カキ目を施す。内面は青海波の当

て具痕が残る0

53は黒曜石製の打製石器で、ナイフ形石器である。背面の面取り調整を丁寧に行っているO

ノ

Fig．28　柵跡出土遺物実測図（縮尺1／3．1／1）

53 54

柵　　跡　　出　　土　　遺　　物

－58－

l舌一子
∠二っ　53

0　　　1cm
！1一一］（1／1）

55

※　数字は実測番号に一致する。



（9）ピット出土遺物

ピット出土遺物（Fig．29）57はSPOl、58はSPO2、59はSP124から出土した。58は土師器甕、57．59

は須恵器で、57は甕、59は杯蓋である0

58は内外面ナデ調整である。口縁部はゆるく外反する。

59は口唇部内側に沈線がめぐる。内外面回転ナデ調整である。57はコの字形に口縁端部を肥厚させ、

外反する。内外面回転ナデ調整であるO

00）トレンチ出土遺物

トレンチ出土遺物（Fig．29）60は土師器椀、6ト63・65～69は須恵器で、61は杯蓋、62は杯身、63は

高杯、65は壷、66～69は甕、64は石製品である。

60は高台付き椀の鹿部片で、底径5．7cmを測る。貼付け高台の断面形は三角形状を呈する。

61は口縁部片で、復原田径11・6cmを測る。口唇部内側に沈線がめぐる。体部と天井部との境に明

瞭な段をなす。内外面回転ナデ調整である。62は復原田径10．8cmを測る。口縁部の立ち上がりは内

傾し、蓋受けは小さい。内外面回転ナデ調整である。63は脚部と杯鹿部を欠くO復原田径13．0cmを

測る。内外面回転ナデ調整で、鹿部との境に明瞭な段をなす065は復原田径20．0cmを測るO外反す

る田縁部の外面を肥厚させ、沈線を施すO内外面ナデ調整である。66～69は甕である。器面調整は、

66の外面は格子目叩き、内面は同心円の当て具痕、67の外面は擬似格子目叩き後カキ目消し、内面は

青海波の当て具痕、68の内面は青海波の当て具痕、－69の外面はヨコナデ一一内一面は格子目叩き後、ナデ

消しを施す。

64は黒曜石製である。厚手の剥片で、コアと考えられる。欠損しているO

01）撹乱壙出土遺物

撹乱壙出土遺物（Fig．29）70～75は須恵器で、70は杯蓋、71は杯、72～75は甕である。

70は口縁端部を欠く。71は高台付き杯の鹿部片で、高台径7．0cmを測るO体部と鹿部との境に段

をなす。内外面回転ナデ調整である。72の外面は格子目叩き、内面は青海波の当て具痕、73の外面は

格子目叩き、74の外面は格子目叩き、内面は同心円の当て具痕、75の外面は擬似格子目叩き、内面は

青海波の当て具痕を残す。

仕②　包含層出土遺物

包含層出土遺物（Fig，30）76は土師器支脚、77～93は須恵器で、82～84は杯蓋、77は杯身、78～81は

高台付き杯、85～87は杯蓋つまみ、88は瓶、89～93は甕である。

76は支脚で、下部を欠く。外面はナデ調整で、面取りを行い、一部に指頭圧痕が残る。内面はタテ

方向のナデ調整である。

77は復原田径12．9cmを測る。田縁部の立ち上がりはやや内傾する。78～81の貼付高台の断面形は

コの字形を呈する。底径は78は10・Ocm、79は9．8cm、80は9・2cm、81は6・Ocmを測るO内外面回転

ナデ調整である。82の杯蓋のかえりは小さく、三角形状を呈し、内側に付くO内外面回転ナデ調整で
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撹乱壙

擁
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l

＼　　　1　　出

7。　∈∃空車、

Fig．29　ピットトレンチ・撹乱壙出土遺物実測図（縮尺1／3・1／1）
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Fig・30　包含層出土遺物実測図（縮尺1／3．1／2）
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ある。復原田径13．3cm、器高1・3cmを測る。83は復原田径12．6cm、口縁端部をつまみ出し、平坦面

を形成する。84は復原田径11．6cm、器高0・9cmを測るO口縁端部を内側につまみ出して肥厚させる

が、やや丸みをもつ。内外面回転ナデ調整である085～87は杯蓋片のつまみ部分で、いずれも擬宝珠

形を呈する。内外面回転ナデ調整である088は口縁部片で、外反する。内外面ヨコナデ調整である。

89～93の甕片の器面調整は、外面は90～92が格子目叩き、89．93が叩き後ハヶナデ調整、内面は青海

波の当て具痕を残す。

／

／／　　　　94

出

車
田

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
2　　　　　　　　－　　　　　　　－」（1／3）

Fig．31整地層出土遺物実測図（縮尺1／3．1／1）
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㈹　整地層出土遺物

整地層出土遺物（Fig．31）94は土師器、95は瓦質土器杯蓋、96～104．106．107は須恵器で甕、105は

石製品である。

94は甑の把手で、指圧痕が残る。やや扁平な断面形状を呈する。

95は復原田径12．0cmを測る。蓋片と思われるが、外面は磨滅している。内外面ナデ調整、焼成は
軟質である。

96～104・106．107は甕胴部片である。器面調整は、外面は96・97．99～101・103は格子目叩き、

98が擬似格子目叩き、102．104が平行叩き、104は叩き後ナデ消している0106はヨコ方向の回転ナデ

でカキ目が残り、107はタテ方向のハヶナデ調整であるO内面は96～103・107が青海波の当て具痕、

104は同心円の当て具痕、106はヨコナデ調整である。

105は黒曜石製の打製石鉄である。正三角形状を呈し、刃部調整を丁寧に行っている。

㈹　遺構面出土遺物

遺構面出土遺物（Fig．32・33）108は土師器、109～129は須恵器で、109・110・113・114は杯蓋、111・

112は高台付き杯、115～129は甕、130～135は石製品である。

108は甑の把手で、接合は貼付式である。上面に幅7．5mm、長さ1．6cm、深さ2cmの縦長の溝が切
，

り込まれる。指頭圧痕が残り、指ナデ調整である。

109は天井部と口縁端部を欠く。体部と天井部との境に明瞭な段をなす。内外面回転ナデ調整、天

井部外面は右回りのヘラヶズリ調整である0111・112は鹿部片で、高台底径は111が9．0cm、112が6．

7cmを測る。高台と体部との境に段をなすO貼付高台の断面形は四角形状を呈する。113．114の杯

蓋つまみは、扁平な擬宝珠形を呈する。内外面ナデ調整である0115は肩部片である。外面はヨコ方

向のハヶナデ調整、内面上位はヨコナデ、下位は青海波の当て具痕が残る。116は外面に沈線をめぐ

らせ波状文を施している0117～129の器面調整は、外面は117～124が格子目叩き、123は叩き後ハヶ

ナデ、125～127は擬似格子目叩き、125は叩き後カキ目消し、128は平行叩き、129はヨコ～ナナメ方

向のパケ目調整である。内面は117．118・120～122・126～129が青海波の当て具痕、123が平行叩き、

124．125が同心円の当て具痕を残す。119は磨滅のため調整は不明であるO

105

整地層・遺構面出土遺物
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※　数字は実測軒別こ．致する。
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Fig・32　遺構面出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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130は花崗岩製の蔽き石と考えられるが、両端や側辺の欠き込みより石錘としての利用も考えられ

る。表面に貝殻付着痕がみられる013ト134は打製石鉄である。131はチャート製で、脚を欠いてい

る。断面は菱形状である。132～134は黒曜石製で、132は両脚部を欠いている。133は先端と片方の脚

を欠く。刃部調整は粗い。134は剥片鉄であるが、刃部調整が粗い。

11

／†

亀131
－慮－付
く＝ゝ133

0　　　　　　　　　　　　　10cm

土　　　　　一　　　　　一一一（1／3）

く＝＝＝＝＝一　134

0　　　1cm

土一一1－－－－－1（1／1）

Fig．33　遺構面出土遺物実測図②（縮尺1／3・1／1）
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第4章　ま　と　め

調査対象地周辺は昭和55年に行われた福岡市営圃場整備のため3haに及ぶ地形区画の変更が行われ

ており、表土除去後の状況では、西側台地部分の削平が著しく、遺構の遺存状況は良好ではなかったO

地形的には博多湾へ向かってのびる飯倉丘陵から東側七隈川の方向に小さく突き出した標高22・4m

～22．6mを測る台地上に立地する。現状では台地の先端部と当該地の比高差は、約0・6mの落差があ

るO元来は段丘状の地形を呈していたものと考えられる○事前の試掘調査では、七隈川に接した台地

先端部の標高20．8mを測る低地においては遺構を発見できなかったが、東側対岸の第3次調査では、

標高20．0mを測る段丘先端部において自然堤防に囲まれた古代から近世までの水田跡を発見している

ことから、当該地周辺低地においても水田遺構の存在は検討されるべきであろう。

また、調査区東側には梅林中学校が存在するが、この学校の立地は飯倉丘陵より東側に開口した小

谷を埋め立てて建設されたものであるから谷内に水田遺構が存在する可能性は高い。また、発見した

集落遺構は台地先端まで分布するものと考えられ、調査区東側の道路敷き面まで遺構面が存在するこ

とも肯首できる。しかしながら、調査対象予定地の北側約10㎡については事前の試掘調査によって礫

層が表出したためFig．36に示した様に「旧河道の一部として遺構の存在はない」と判断し、発掘調

査対象範囲から除外された。しかし、今回の調査によって古墳時代の柵跡がのびることなどから遺構

存在の可能性は否定できない。

発掘調査によって発見した遺構・遺物は以下のとおりである。

1．縄文時代後期　埋甕2基　※遺存状態は悪い。

2．古墳時代　竪穴住居跡3軒　※削平のため遺存状態は悪い。内1基は未調査。

3．古墳時代～奈良時代　掘立柱建物跡　3棟　削平のため遺存状態は悪い。

4．古墳時代～奈良時代　柵跡1条、溝1条

5・奈良時代　整地層　※削平のため遺存部分は東側に限られた。

古墳時代の竪穴住居跡は、第2次調査で検出した6世紀中～後半の竪穴住居跡と時期．規模・構造

を同一とするものである。竪穴住居跡形状は長方形を呈し、長辺のほぼ中央に竃を敷設しているもの

で、発掘調査した2カ所の竪穴住居跡は、いずれも竃を二回作り直している。また壁に沿って周溝を

巡らしているが、当初の竃は周溝壁まで火床が及んでいるが、背面壁に排煙装置が存在しない。しか

し、作り直した2度目の竃は竃背部の周溝を埋めて構築し、かつ煙道を背後の壁面を挟り込んで設け

ている。特徴的なのは2号住居跡において北西隅角部分に台地高台方向に煙道を設けていることであ

る。第2次調査においても竪穴住居跡SCO2・06に同様例がある。

柵跡と考えられる2本の並び柱は、東西、南北方向に矩形に曲がるもので、平行する柱間隔や、柱

筋がきちんと通っていないことから柵跡と判断したが、掘立柱建物跡を囲擁するのか、古墳時代住居

跡を区画する柵跡であるのか現状では判断できない。

また、竪穴住居跡SC02には西側を囲むように建物が存在するが、竪穴住居跡の構造上に係る遺構

と考えることも可能である。

－66－



Fig．34　梅林遺跡第1～6次調査遺構配置図（縮尺1／800）
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Fig135　明治33年梅林遺跡周辺地形図（縮尺1／30，000）
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Tab．3－①　梅林遺跡第4次調査出土遺物一覧表
（単位：cm）

挿 図
番 号

遺 物
番 号

登 録
番 号

出 土
遺 構

種 類 器 種 口 径
底 径

（高 台 径 ）

器 高

（現 存 高 ）
形 態 の 特 徴 ・調 整 ．文 様 施 釉 ・色 調 ．素 地 等 備　 考

1 0 1 0 0 0 0 1 S X O l 縄 文 土 器 鉢 1 8．8 7．0

口 縁 部 と 鹿 部 片 。 外 面 は 不 整 方 向

の 指 ナ デ 調 整 。 一 部 に条 痕 が 残 る。
内 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 2 ～ 3 m m の 灰 色 の 砂 粒 と 白色 の

微 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成 良 好 。 外 面 は

暗 赤 褐 色 、 内 面 は 灰 褐 色 。

粗 製 土 器

後 期 ～ 晩 期

1 0 3 0 0 0 0 6 S X 0 2 縄 文 土 器 鉢 （19 ・7）

口縁 ～ 胴 部 片 。 外 面 に条 痕 が 残 る。

口 縁 部 内 面 は ヨ コ ナ デ 、 胴 部 内 面
は 浅 い 沈 線 状 の ナ デ 調 整 。

胎 土 に 1 m m 前 後 の 白灰 色 の 砂 粒 を 多 く

含 む O 焼 成 良 好 。 黒 灰 色 。

粗 製 土 器

後 期 ～ 晩 期

上 甕

1 0 4 0 0 0 0 7 S X O 2 縄 文 土 器 鉢 （2 3．0）

胴 部 片 。 外 面 は タ テ 方 向 の 条 痕 。

内 面 は ヨ コ ナ デ 調 整 。 一 部 に 指 頭

圧 痕 が 残 る O

胎 土 に 2 m m 前 後 の 灰 色 の 砂 粒 を 多 く含

む 。 焼 成 良 好 。 黄 灰 色 。

粗 製 土 器

後 期 ～ 晩 期

下 甕

1 6 5 0 0 0 1 2
S C O l
周 溝

土 師 器 甕 1 4．8 （4．3）

肩 部 外 面 に ヨコ 方 向 の ハ ヶ ナ デ調 整 。

内 面 は ヘ ラ ヶ ズ リ調 整 。 口 縁 部 外

面 は ナ デ 消 し。 内 面 は ナ デ調 整 。

胎 土 に 1 m m 前 後 の 白 色 の 砂 粒 を 多 く含

む 。 焼 成 や や あ ま い 。 灰 茶 色 。

1 6 6 0 0 0 1 1 S C 0 1 土 師 器 杯 1 4．8 （3・3 ） 口 縁 部 片 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。
胎 土 は 精 良 で 、 白 灰 色 の 微 砂 を 少 し含

む 。 焼 成 良 好 。 淡 黄 灰 色 。

1 6 7 0 0 0 1 4
S C O l

竃
土 師 器 甕 1 6・6 （9 ．6 ）

胴 部 外 面 は ハ ヶ 後 、 ナ デ 調 整 。 口

縁 部 内 面 は ヨ コ 方 向 の パ ケ ナ デ 。

胴 部 内 面 は ナ デ 調 整 。

胎 土 に 白 ．灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む O　焼

成 良 好 。 赤 黄 灰 色 。

外 面 一 部 磨

滅

1 6 8 0 0 0 1 6
S C O l

土 師 器 疎 （8 ．2 ）
口 縁 部 と 鹿 部 を 欠 く。 外 面 は 擬 似 胎 土 に 3 m m 前 後 の 白 色 の 砂 粒 を 多 く 含

竃 二瓦c 格 子 目 叩 き 、 内 面 は ヨ コ ナ デ 調 整 。 む 。 焼 成 良 好 。 黄 灰 色 。

1 6 9 0 0 0 1 5
S C 0 1

土 師 器 甕 （1 1・8）
外 面 は タ テ 方 向 の ハ ヶ 目 。 内 面 は 胎 土 に 3 m m 前 後 の 灰 色 の 砂 粒 と微 砂 粒

上 層 竃 ナ ナ メ 方 向 の ヘ ラ ヶ ズ リ調 整 O を含 む 。 焼 成 良 好 。 淡 茶 灰 色 。

1 6 1 0 0 0 0 1 3
S C O i

周 溝
土 師 器 甕 （6 ．7 ） 外 面 ナ デ 調 整 。

胎 上 に 白 ．灰 色 の 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼

成 良 好 。 赤 黄 白色 。

二 次 火 を 受

け る

内 外 面 磨 滅

16 1 1 0 0 0 2 4
S C O l
周 溝

須 恵 器 j不蓋 1 1．0 3．4

口 縁 端 部 を や や 外 に つ ま み 出 す 。

内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部

は 右 回 り の ヘ ラ ヶ ズ リ 調 整 。

胎 土 に 2 ～ 3 m m の 白 色 の 砂 粒 と微 砂 粒

を多 く含 む 。 焼 成 良 好 。 黒 灰 色 。
完 形 品

1 6 1 2 0 0 0 2 3
S C O l
周 溝

須 恵 器 杯 身 1 2 ．2 5 ．5 4．0

口 縁 部 の 立 ち 上 が り は や や 内 傾 す

る 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天

井 部 は 左 回 りの ヘ ラ ケ ズ リ調 整 。

胎 土 に 1 ～ 3 m m の 灰 ．黒 色 の 砂 粒 を 含

む 。 焼 成 良 好 。 青 灰 色 。
1 ／ 3 現 存

1 6 1 3 0 0 0 17 S C O l 須 恵 器 杯 身 12 ・4 （2．8）

口 縁 部 の 立 ち 上 が り は 直 立 し、 蓋

受 け は 平 坦 O　内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。

外 面 天 井 部 は ヘ ラ ヶ ズ リ調 整 。

胎 土 に 白 色 の 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成 良

好 O 淡 黒 灰 色 。

1 6 1 4 0 0 0 1 9 S C 0 1 須 恵 器 ゴ不蓋 （2．7）
口縁 部 片 。 口 唇 部 内 側 に 浅 い 沈 線

が め ぐ る 。 内 外 面 回転 ナ デ 調 整 。

胎 土 に 白 色 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

青 灰 色 。

1 6 15 0 0 0 2 0 S C O l 須 恵 器 杯 蓋 （3・0） 口縁 部 片 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。
胎 土 に 白 色 の 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

淡 青 灰 色 O

1 6 16 0 0 0 2 2 S C O i 須 恵 器 ゴ不蓋 （1．6）
口 縁 部 片 。 口 縁 部 内 側 の か え り は

小 さ い 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 に 白 ・灰 色 の 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成

良 好 。 黒 灰 色 O

1 6 1 7 0 0 0 2 1 S C O l 須 恵 器 杯 （2．5） 口 縁 部 片 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。 胎 土 は精 良 。 焼 成 良 好 。 淡 青 灰 色 。

1 6 1 8 0 0 0 1 8 S C O l 須 恵 器 鉢 1 5 10 （5．1）

口 縁 部 片 。 口 縁 端 部 は や や 外 に つ

ま み 出 さ れ る 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調

整 。

胎 土 に 白 色 の 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

赤 味 が か っ た 淡 黒 灰 色 。

1 8 2 3 0 0 0 3 5

S C O 2

下層カマド
（炉 床 ）

土 師 器 甕 1 5．8 1 4・6 3 5 ．1

外 面 は タ テ ．ナ ナ メ 方 向 の ハ ヶ 目

調 整 。 内 面 は 、 口 縁 部 は ヨ コ ナ デ 、胎 土 に 白 ．灰 色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 2 ／ 3 現 存

胴 部 は ナ ナ メ ・タ テ 方 向 の ヶ ズ リ 。

鹿 部 は 指 頭 圧 痕 が 残 る。

焼 成 良 好 。 灰 黄 茶 褐 色 。 外 面 煤 付 着

1 8 2 4 0 0 0 3 7 S C O 2 土 師 器 甕 1 7 ．2 （5 ・4 ）

口 縁 部 片 。 口 縁 部 外 面 は ナ デ 調 整 。

胴 部 外 面 は ハ ヶ 調 整 。 内 面 は ナ デ

調 整 。

摩 滅 著 しい 。

胎 土 に 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成 あ ま い 。
灰 黄 色 ～ 灰 黒 色 。

18 2 5 0 0 0 3 4
S C O 2 土 師 器 甕 1 4．0 （7 ・2 ）

鹿 部 片 。 外 面 は ハ ヶ 後 、 ナ デ 調 整 。 胎 土 に 2 ～ 3 Imm の 灰 色 の 砂 粒 と微 砂 粒 外 面 二 次 火

煙 道 部 内 面 は ヘ ラ ヶ ズ リ 調 整 O を多 く含 む 。 焼 成 良 好 。 灰 茶 褐 色 。 を受 け る

－71－



Tab13－②　梅林遺跡第4次調査出土遺物一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号

登 録

番 号

出 土

遺 構
種 類 器 種 口 径

底 径

（高 台 径 ）

器 高

（現 存 高 ）
形 態 の 特 徴 ．調 整 ．文 様 施 釉 ・色 調 ．素 地 等 備　 考

1 8 2 6 0 0 0 3 1 S C O 2 土 師 器 －＝圭こゴ当互 1 4．6 （5・0） 口縁 部 片 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。
胎 土 に 白 ．灰 色 の 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成
良 好 。 灰 茶 褐 色 。

1 8 2 7 0 0 0 4 1 S C 0 2 須 恵 器 杯 蓋 1 5・4 （4．0）
口 唇 部 内 側 に 段 を な す O　内 外 面 回
転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部 は ヘ ラ ヶ

ズ リ。

胎 土 に 白 色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成

良 好 O 黒 灰 色 。

1 8 2 8 0 0 0 3 8 S C O 2 須 恵 器 杯 身 14 ．0 4 ．0

口 縁 部 の 立 ち 上 が りは 内 傾 し、 蓋
受 け 部 に 浅 い 沈 線 が め ぐる 。 内 外

面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部 は 左

回 りの 回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 に 微 砂 粒 と 3 m m前 後 の 白 色 の 砂 粒

を 少 し含 む 。 焼 成 良好 。 青 灰 色 。
1 ／ 4 現 存

1 8 2 9 0 0 0 4 0 S C O 2 須 恵 器 杯 蓋 14 ．0 3 ．3

口 唇 部 内 側 に 浅 い 沈 線 が め ぐ る 。

内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部

は右 回 りの ヘ ラ ヶ ズ リ。

胎 土 に 白 ．灰 色 の 砂 粒 を多 く含 む 。 焼

成 良 好 。 黒 灰 青 色 。

1 9 3 0 0 0 0 4 3 S C 0 2 須 恵 器 杯 蓋
口 縁 部 片 。 口 唇 部 内 側 に 浅 い 沈 線

が め ぐ る 。 内 外 面 回転 ナ デ調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m の 白 色 の 砂 粒 を 少 し含

む 。 焼 成 良 好 。 淡 灰 青 色 。

1 9 3 1 0 0 0 4 2 S C 0 2 須 恵 器 杯 蓋
口縁 部 片 。 口唇 部 内 側 に段 を な す 。

内 外 面 回転 ナ デ 調 整 。

胎 土 に黒 色 の 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

灰 色 。

1 9 3 2 0 0 0 4 9
S C O 2

須 恵 器 杯 蓋
口縁 部 片 。 口唇 部 内 側 に段 を な す O 胎 土 に 白 色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成

竃 南 側 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 良 好 。 黒 灰 青 色 。

1 9 3 3 0 0 0 4 6 S C O 2 須 恵 器 甕 外 面 に 刻 み 目 が 見 ら れ る O 内 面 は

ナ デ 調 整 。

胎 土 に 白 色 の 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成 良
好 O 青 灰 色 。

1 9 3 4 0 0 0 3 9 S C O 2 須 恵 器 杯 身
口 縁 部 片 。 立 ち 上 が り は 内 傾 し 、
蓋 受 け 部 に 沈 線 が め ぐ る 。 内 外 面

回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 は 精 良 で 、 微 砂 粒 を含 む O　焼 成 良
好 。 灰 青 色 。

1 9 3 5 0 0 0 5 0
S C O 2
北 側

須 恵 器 杯 身 口 縁 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 胎 土 は 精 良 。 焼 成 あ ま い 。 灰 色 。 生 焼 け

1 9 3 6 0 0 0 4 4 S C O 2 須 恵 器 高 ゴ不
口 縁 部 片 。 体 部 との 境 に 段 を 有 す

る。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 に 白 ．黒 色 の 微 砂 粒 を 含 む O　焼 成

良 好 。 黒 灰 色 。

1 9 3 7 0 0 0 4 5 S C 0 2 須 恵 器 高 杯 1 0．0 （3 ．3 ）
脚 部 片 O　透 か し の 途 中 に 細 工 が み

ら れ る 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 に 白 ・黒 色 の 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼

成 良 好 。 黒 灰 青 色 O

1 9 3 8 0 0 0 4 8 S C O 2 須 恵 器 甕 胴 部 片 。 外 面 は平 行 叩 き。 胎 土 は 精 良 。 焼 成 良 好 。 青 灰 色 。

1 9 3 9 0 0 0 5 2
S C O 2

須 恵 器 甕
胴 部 片 。 外 面 は 擬 似 格 子 目叩 き 。 胎 土 は 精 良 。 焼 成 良 好 。 外 面 は 灰 色 。

北側 煙 道 内 面 は 同 心 円 の 当 て 具 痕 。 内 面 は 暗 小 豆 色 。

1 9 4 0 0 0 0 4 7 S C O 2 須 恵 器 、． 甕 胴 部 片 。 外 面 は 格 子 目 叩 き。 内 面

は 青 海 波 の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 白色 の 砂 粒 を 含 む O　焼 成 や や あ

ま い 。 暗 赤 褐 色 。 赤 焼 け 土 器

2 5 4 4 0 0 0 6 2
S B O l 土 師 器 鉢 1 4・2 （6 ・6）

外 面 は ヨ コ ナ デ 。 内 面 は 指 頭 圧 痕 胎 土 は 粗 く、 1 － 2 m m の 砂 粒 を多 く含
磨 滅

P lO 後 、 ナ デ 調 整 。 む 。 焼 成 良 好 。 灰 褐 色 。

2 5 4 5 0 0 0 6 1
S B O l

P 2
土 師 器 ，＝ヒ璽 口 縁 部 片 。 内 面 に 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

外 面 は 黄 褐 色 。 内 面 は 暗 灰 黄 色 。

外 面 は 表 面

剥 離
内 面 は 磨 滅

2 5 4 7 0 0 0 6 3
S B O l

須 恵 器 杯 蓋 （3 ．9 ）
口 縁 端 部 を 欠 く。 内 外 面 回 転 ナ デ 胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 少 し含 む 。 焼

内 外 面 磨 滅
P lO 調 整 。 外 面 天 井 部 は ヘ ラ ヶ ズ リ。 成 あ ま い 。 灰 色 。

2 5 4 8 0 0 0 6 4
S B O l

P 2
須 恵 器 杯 身 1 1・4 （3 ．2 ）

口 縁 部 立 ち 上 が りは 内 傾 し、 蓋 受

け 部 に 沈 線 が め ぐ る 。 内 外 面 回 転

ナ デ 調 整 。

胎 土 に i IⅶⅢの 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

灰 青 色 。

2 5 4 9 0 0 0 6 7
S B O 2

須 恵 器 杯 蓋 1 2・2 （3 ・0 ）
口 縁 部 片 。 口 唇 部 内 側 に 浅 い 沈 線 胎 土 に 1 mm 前 後 の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 や

P 2 が め ぐ る。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 や あ ま い 。 灰 色 。
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Tab13－③　梅林遺跡第4次調査出土遺物一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号

登 録

番 号

画 王

遺 構 種 類 器 種 口径
底 径

（高 台 径 ）

器 高

（現 存 高 ）
形 態 の 特 徴 ．調 整 ．文 様 施 釉 ・色 調 ．素 地 等 備　 考

2 5 5 0 0 0 0 6 6
S B O 2 須 恵 器 杯 蓋 1 4 ．5 （2・7）

口 縁 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を 僅 か に 含 む 。 焼 成

P 1 外 面 天 井 部 はヘ ラ ヶ ズ リ。 堅 赦 。 暗 灰 褐 色 。

2 8 5 1 0 0 0 7 1
S A O l

P 1 3
弥 生 土 器 甕 6 ．2 （2．4）

鹿 部 片 。 や や 上 げ 底 。 内 外 面 指 ナ

デ調 整 。 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

胎 土 に 1 ～ 2 m m 、 4 ～ 5 m m の 砂 粒 を 含

む 。 焼 成 良 好 。 外 面 は 褐 灰 色 、 内 面 は

暗 褐 灰 色 。

表 面 一 部 剥

離

2 8 5 2 0 0 0 7 3
S A O l

P 1 4
須 恵 器 j不蓋 1 4 ．4 （2・4） 口縁 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 は細 か い 。 1 m m の 砂 粒 を少 し含 む 。

焼 成 あ ま い 。 茶 褐 色 。
赤 焼 け 土 器

2 8 5 4 0 0 0 7 4
S A O l

P 1 5
須 恵 器 杯 蓋 1 2 ．2 （3．7）

内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部

は ヘ ラ ヶ ズ リ 。 ヘ ラ 記 号 が み られ

る 。

胎 土 に 1 － 3 m m の 砂 粒 を含 む O　焼 成 堅

赦 。 外 面 は 灰 黒 色 、 内 面 は 灰 色 。
ヘ ラ記 号

2 8 5 5 0 0 0 7 5
S A 0 1

P 1 5
須 恵 器 杯 身 9．5 （3．7）

口 縁 部 立 ち 上 が り は 内 傾 し 、 蓋 受

け 部 は 平 坦 で あ る 。 内 外 面 回 転 ナ

デ 調 整 。 外 面 天 井 部 は ヘ ラ ヶ ズ リ。

胎 土 は 細 か い 。 砂 粒 を 僅 か に 含 む 。 焼

成 良 好 。 灰 青 色 。
火 膨 れ あ り

2 8 5 6 0 0 0 7 6
S A O l 須 恵 器 甕

外 面 は 擬 似 格 子 目叩 き 。 内 面 は 青 胎 土 は 細 か く、 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を僅 か

P 1 5 海 波 の 当 て 具 痕 。 に 含 む 。 焼 成 良 好 。 暗 灰 色 。

2 9 5 7 0 0 0 8 1 S P O l 須 恵 器 甕
口 縁 部 片 。 口 縁 部 は 外 反 し、 ナ デ

調 整 。

胎 土 に 0．5 m m 前 後 の 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成

や や あ ま い 。 灰 色 。

2 9 5 8 0 0 0 8 2 S P 0 2 土 師 器 甕
口 縁 部 片 。 口 縁 部 は 外 反 し、 ナ デ

調 整 。

胎 土 に 1 ～ 2 IⅶⅢの 砂 粒 を 多 く含 む O 焼

成 良 好 。 灰 黄 色 。

2 9 5 9 0 0 0 8 3 S P 1 2 4 須 恵 器 杯 蓋
口 縁 部 片 。 口 唇 部 内 側 に沈 線 が め

ぐ る。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 は 精 良 。 砂 粒 を僅 か に含 む 。 焼 成

良 好 O 暗 灰 色 。

2 9 6 0 0 0 1 0 6
東 壁 側

土 師 器 椀 5 ．7 （1．2 ）
鹿 部 片 。 内 外 面 ナ デ 調 整 。 貼 り仲 胎 土 は 細 か く 、 1 m m の 砂 粒 を含 む 。 焼

トレ ンチ け 高 台 。 成 あ ま い 。 灰 褐 色 。

2 9 6 1 0 0 1 0 9
南 壁 側

トレ ンチ
須 恵 器 杯 蓋 1 1・6

口 縁 部 片 O　口 唇 部 内 側 に 沈 線 が め

ぐ る 。 体 部 と の 境 に 明 瞭 な 段 を な

す 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。

胎 土 は 細 か く、 0．5～ 1 m m の 微 砂 粒 を含

む 。 焼 成 良好 。 灰 青 色 。

2 9 6 2 0 0 1 0 1
東 壁 側

トレ ンチ
須 恵 器 杯 蓋 1 0 ．8 （3 ．8 ）

口 縁 部 立 ち 上 が りは 内 傾 す る 。 内

外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部 は

右 回 りの 回 転 へ ラ ケ ズ リ。

胎 土 に 1 ～ 5 Imm の 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼

成 良 好 。 外 面 は 暗 灰 色 、 内 面 は灰 青 色 。

2 9 6 3 0 0 1 0 2
東 壁 側

トレ ンチ
須 恵 器 高 杯 1 3 ．0 （3 ．2 ） 口 縁 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 査 。 胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良

好 。 暗 灰 黄 色 。

2 9 6 5 0 0 1 10
南 壁 側

トレ ンチ
須 恵 器 ．＝ヒ璽 2 0．0 口 縁 部 片 O　内 外 面 ナ デ 調 整 。

胎 土 に 砂 粒 と 砂 礫 を 含 む O　焼 成 や や あ

ま い 。 灰 青 色 。

2 9 6 6 0 0 10 3
東 壁 側

須 恵 器 確
外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 同 心 円 胎 土 に 1 mm の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 O

トレ ンチ 瓦 の 当 て 具 痕 。 灰 青 色 。

2 9 6 7 0 0 10 5
東 壁 側

トレ ンチ
須 恵 器 甕 外 面 は 擬 似 格 子 目叩 き。

胎 土 は 細 か い O　焼 成 良 好 。 外 面 は 灰 黒

色 。 内 面 は 灰 色 。

2 9 6 8 0 0 1 0 8
東 壁 側

トレンチ
須 恵 器 甕 内 面 は 青 海 波 の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を含 む 。 焼 成 良

好 。 外 面 は 暗 灰 青 色 、 内 面 は 灰 青 色 。

2 9 6 9 0 0 1 0 7
東 壁 側 須 恵 器 甕

外 面 は ヨ コ ナ デ 。 内 面 は 格 子 目 叩 胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 や や あ

トレンチ き 後 、 ナ デ 消 し。 ま い 。 暗 灰 色 。

2 9 7 0 0 0 0 9 3 撹 乱 須 恵 器 杯 蓋 （2・5）
口 縁 端 部 を欠 く 。 内 外 面 回 転 ナ デ

調 整 。 外 面 天 井 部 は ヘ ラ ヶ ズ リ 。

胎 土 は 細 か い 。 0 ．5 Im の 微 砂 粒 を 僅 か に
含 む 。 焼 成 良 好 。 灰 色 O

2 9 7 1 0 0 0 9 2 撹 乱 須 恵 器 ゴ不 7．0 （1 ．7 ）

鹿 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 O 体

部 と の 境 に 明 瞭 な 段 を な す 。 貼 り

付 け 高 台 O

胎 土 は 細 か い 。 砂 粒 を 僅 か に 含 む 。 焼

成 良 好 。 灰 色 。
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Tab13－④　梅林遺跡第4次調査出土遺物一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号

登 録

番 号

出 土

遺 構
種 類 器 種 口 径 底 径

（高 台 径 ）
器 高

（現 存 高 ） 形 態 の 特 徴 ．調 整 ．文 様 施 釉 ．色 調 ．素 地 等 備　 考

2 9 7 2 0 0 0 9 4 撹 乱 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 き。 内 面 は 平 行 当

て 具 痕 。

胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

灰 色 。

2 9 7 3 0 0 0 9 5 撹 乱 須 恵 器 甕 外 面 は 格 子 目 叩 き。
胎 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を僅 か に含 む 。

焼 成 や や あ ま い 。 灰 色 。

2 9 7 4 0 0 0 9 6 撹 乱 須 恵 器 甕 外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 同 心 円

の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 1 － 2 m m の 砂 粒 を含 む 。 焼 成 良

好 。 外 面 は 灰 白 色 、 内 面 は灰 青 色 。

2 9 7 5 0 0 0 9 7 撹 乱 須 恵 器 甕 外 面 は 擬 似 格 子 目 叩 き。 内 面 は 青
海 波 の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 0・5 m m の 微 砂 粒 と 5 m m の 砂 礫 を 含

む 。 焼 成 良 好 。 外 面 は 灰 黒 色 、 内 面 は

灰 色 。

3 0 7 6 0 0 1 2 8 包 含 層 土 師 器 支 脚 （6 ・8）
外 面 は ナ デ 調 整 。 指 頭 圧 痕 が 残 る 。

内 面 は タ テ 方 向 の ナ デ 調 整 。
胎 土 は や や 粗 く 、 白 色 の 微 砂 粒 を 僅 か

に含 む 。 焼 成 や や あ ま い 。 灰 茶 色 。

3 0 7 7 0 0 1 2 9 包 含 層 須 恵 器 杯 身 1 2 ．9 （2 ．8）
口 縁 部 片 。 口 縁 部 立 ち 上 が り は や

や 内傾 す る 。 内外 面 回 転 ナ デ 調 整 。
胎 土 は 細 か い 。 焼 成 良 好 。 灰 青 色 。

3 0 7 8 0 0 1 3 3 包 含 層 須 恵 器 杯 1 0．0 （1．4 ）
鹿 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 貼

り付 け 高 台 の 断 面 形 は コ の 字 形 。

胎 土 は細 か い 0 0．5 m m の 微 砂 粒 を僅 か に

含 む 。 焼 成 良 好 。 灰 色 。

3 0 7 9 0 0 1 3 2 包 含 層 須 恵 器 杯 9 ．8 （1．6 ）
鹿 部 片 O　内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 O 貼

り付 け 高 台 の 断 面 形 は コ の 字 形 。

胎 土 は 細 か い 。 焼 成 良 好 。 外 面 は 灰 色 、

内 面 は 青 灰 色 O

3 0 8 0 0 0 1 3 1 包 含 層 須 恵 器 ゴ不 9 ．2 （1・4 ）
鹿 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 貼

り付 け 高 台 の 断 面 形 は コ の 字 形 O

胎 土 は 細 か く 、 砂 粒 を含 む 。 焼 成 良 好 O

灰 青 色 。

3 0 8 1 0 0 1 3 0 包 含 層 須 恵 器 杯 6．0 （1 ・7 ） 鹿 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 貼

り付 け 高 台 の 断 面 形 は コ の 字 形 。

胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を含 む O　焼 成 良 好 。

灰 青 色 。

3 0 8 2 0 0 1 3 7 包 含 層 須 恵 器 杯 蓋 1 3．3 （1 ．3 ） 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部

は ヘ ラ ヶ ズ リ 。

胎 土 に 0 ．2 ～ 1 mm の微 砂 粒 を 含 む O　焼 成

良 好 。 灰 色 。

3 0 8 3 0 0 1 4 0 包 含 層 須 恵 器 杯 蓋 1 2．6 （1 ．3） 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 胎 土 は細 か い 。 焼 成 あ ま い 。 灰 色 。

3 0 8 4 0 0 1 3 8 包 含 層 須 恵 器 杯 蓋 1 1．6 （0・9）
内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部

は ヘ ラ ケ ズ リ 。
胎 土 に 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。 灰 色 。

3 0 8 5 0 0 14 4 包 含 層 須 恵 器
杯 蓋

（0・6）
内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 つ ま み は 平 胎 土 に 0 ．5 ～ 1 mm の 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成

つ ま み 坦 な 擬 宝 珠 形 。 や や あ ま い 。 灰 色 。

3 0 8 6 0 0 14 5 包 含 層 須 恵 器
〕不蓋

（1．3）
内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 つ ま み は 擬 胎 土 に 0．5 ～ 2 Im mの 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成

つ ま み 宝 珠 形 。 良 好 。 灰 色 。

3 0 8 7 0 0 14 3 包 含 層 須 恵 器 杯 蓋 （1．6） 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 つ ま み は 擬 胎 土 は 細 か く 、 0 ．5 m m の 微 砂 粒 を 僅 か に
つ ま み 宝 珠 形 。 含 む 。 焼 成 良 好 。 灰 色 。

3 0 8 8 0 0 14 8 包 含 層 須 恵 器 瓶 口 縁 部 片 。 口 縁 部 は 外 反 す る 。 内
外 面 ヨ コ ナ デ調 整 O

胎 土 に 2 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。

外 面 は 暗灰 色 。 内 面 は 灰 色 。

3 0 8 9 0 0 14 9 包 含 層 須 恵 器 甕 内 面 は 青 海 波 の 当 て具 痕 。 胎 土 に 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成 良 好 。
暗 灰 色 O

3 0 9 0 0 0 15 3 包 含 層 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 きO　内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。
暗 灰 青 色 。

3 0 9 1 0 0 15 5 包 含 層 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 きO　内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を 僅 か に 含 む 。 焼 成

良 好 。 灰 青 色 。
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Tab13－⑤　梅林遺跡第4次調査出土遺物一覧表 （単位：cm）
挿 図

番 号

遺 物

番 号

登 録

番 号

出 土

遺 構
種 類 器 種 口 径

底 径

（高 台 径 ）

器 高
（現 存 高 ） 形 態 の 特 徴 ・調 整 ．文 様 施 釉 ．色 調 ・素 地 等 備　 考

3 0 9 2 0 0 1 5 2 包 含 層 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 き。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 0．5 ～ 3 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良

好 。 灰 青 色 。

3 0 9 3 0 0 1 5 4 包 含 層 須 恵 器 旛
外 面 は 叩 き後 、 ハ ケ ナ デ 。 内 面 は 胎 土 に 0．5 ～ 1 m m の 砂 粒 を含 む 。 焼 成 良

コ亘c 青 海 波 の 当 て 具 痕 。 好 。 暗 灰 青 色 。

3 1 9 4 0 0 1 1 3 整 地 層 土 師 器
甑

把 手

長 さ

5．2

厚 み

3 ．2
接 合 は 貼 り付 け 。 全 体 に ナ デ 調 整 。

胎 土 に 2 m m 前 後 の 灰 色 の 微 砂 粒 を 多 く

含 む 。 焼 成 良 好 。 暗 赤 褐 色 。

3 1 9 5 0 0 1 1 4 整 地 層 瓦 質 土 器 1 2．0 （1 ．2） 内 外 面 ナ デ 調 整 。 胎 土 は 精 良 。 焼 成 や や あ ま い 。 灰 色 。

3 1 9 6 0 0 1 2 5 整 地 層 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目叩 き 。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 白色 の 微 砂 粒 を含 む 。 焼 成 良 好 。

灰 色 。

3 1 9 7 0 0 1 2 7 整 地 層 須 恵 器 確
外 面 は 格 子 目叩 き 。 内 面 は 青 海 波 胎 土 は 精 良 。 白色 の 微 砂 粒 を僅 か に含

二瓦 の 当 て 具 痕 。 む 。 焼 成 良 好 。 暗 灰 色 。

3 1 9 8 0 0 1 2 3 整 地 層 須 恵 器

甕 ！

外 面 は 擬 似 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青

海 波 の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 白色 の 微 砂 粒 を含 む 。 焼 成 良 好 O

外 面 は 淡 黒 灰 色 、 内 面 は 青 灰 色 。

3 1 9 9 0 0 1 1 9 整 地 層 須 恵 器 魔
外 面 は 格 子 目 叩 き O　内 面 は 青 海 波 胎 土 は 精 良 。 焼 成 あ ま い 。 外 面 は 灰 色 、

生 焼 け
二瓦 の 当 て 具 痕 。 内 面 は 淡 茶 灰 色 。

3 1 10 0 0 0 1 2 4 整 地 層 須 恵 器 甕
外 面 は格 子 目 叩 き O　内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。
胎 土 は 精 良 O 焼 成 良 好 。 灰 色 。

3 1 1 0 1 0 0 1 2 6 整 地 層 須 恵 器 甕
外 面 は格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。
胎 土 は 精 良 。 焼 成 良 好 O 灰 色 。

3 1 1 0 2 0 0 1 2 0 整 地 層 須 恵 器 甕
外 面 は 平 行 叩 き。 内 面 は 青 海 波 の

当 て 具 痕 O
胎 土 は 精 良 。 焼 成 良 好 。 濃 小 豆 色 。 赤 焼 け 土 器

3 1 1 0 3 0 0 1 1 8 整 地 層 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は青 海 波

の 当 て 具 痕 。

胎 土 に 白色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成

良 好 。 灰 色 。

3 1 1 0 4 0 0 1 1 6 整 地 層 須 恵 器 甕
外 面 は 平 行 叩 き後 、 ナ デ 消 し。 内

面 は 同 心 円 の 当 て 具 痕 O

胎 土 に 白 色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 5 m m

の 灰 黒 色 の 砂 礫 を 僅 か に 含 む 。 焼 成 良
好 。 外 面 は 黒 灰 色 、 内 面 は灰 色 。

3 1 1 0 6 0 0 1 1 7 整 地 層 須 恵 器 甕 内 外 面 ヨ コ ナ デ 調 整 。
胎 土 に 白 色 の 微 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼 成

良好 。 黒 灰 色 。

3 1 1 0 7 0 0 1 2 1 整 地 層 須 恵 器 甕
外 面 は タ テ 方 向 の ハ ヶ ナ デ 調 整 O

内 面 は細 か い 青 海 波 の 当 て 具 痕 。
胎 土 は 精 良 。 焼 成 良 好 O 青 灰 色 。

3 2 1 0 8 0 0 1 6 1 遺 構 面 土 師 器
甑 長 さ 厚 み 接 合 は貼 り付 け 。 全 体 に ナ デ 調 整 。 胎 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を 多 く含 む 。 焼

把 手 5．8 3・4 上 面 に縦 長 の溝 。 成 良 好 。 黄 灰 色 。

3 2 1 0 9 0 0 1 6 5 遺 構 面 須 恵 器 杯 蓋 （3 ．0）

口 唇 部 と 天 井 部 の 一 部 を 欠 くO 体

部 と の 境 に段 を な す 。 内 外 面 回 転

ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部 は ヘ ラ ヶ ズ

リ 。

胎 土 に 1 ～ 3 m m の 砂 粒 を 含 む O　焼 成 や

や あ ま い 。 暗 灰 褐 色 。

3 2 1 10 0 0 1 7 4 遺 構 面 須 恵 器 杯 蓋 （1 ・3）
内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 天 井 部

は ヘ ラ ヶ ズ リ 調 整 。

胎 土 に 0 ．5 ～ 2 m m の 砂 粒 を多 く含 む 。 焼

成 良 好 。 灰 色 。

3 2 1 1 1 0 0 1 6 9 遺 構 面 須 恵 器 有不 9 ．0 （2 ．0 ）
鹿 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 貼

り付 け 高 台 。

胎 土 は 細 か く、 0 ．5 Imm の 微 砂 粒 を 僅 か に

含 む 。 焼 成 良 好 。 暗 灰 色 。

3 2 1 1 2 0 0 1 7 0 遺 構 面 須 恵 器 杯 6 ．7 （1．8 ）
鹿 部 片 。 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 貼

り付 け 高 台 。

胎 土 は 細 か く 、 1 － 2 m m の 砂 粒 を 含 む 。

焼 成 良 好 。 灰 青 色 。
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Tab13－⑥　梅林遺跡第4次調査出土遺物一覧表
（単位：cm）

挿 図

番 号

遺 物

番 号
登 録
番 号

出 土
遺 構 種 類 器 種 口 径

底 径

（高 台 径 ）

器 高

（現 存 高 ）
形 態 の 特 徴 ・調 整 ．文 様 施 釉 ．色 調 ・素 地 等 備　 考

3 2 1 1 3 0 0 17 2 遺 構 面 須 恵 器
有不蓋

（1．6） 内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 つ ま み は 擬 胎 土 に 微 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良 好 。 灰 青
つ ま み 宝 珠 形 。 ‘色 O

3 2 1 14 0 0 1 7 3 遺 構 面 須 恵 器
杯 蓋

つ まみ
（1．2）

内 外 面 回 転 ナ デ 調 整 。 つ ま み は 平

坦 な 擬 宝 珠 形 。 胎 土 は細 か い 。 焼 成 良 好 O 灰 色 。

3 2 1 1 5 0 0 1 7 5 遺 構 面 須 恵 器 甕

外 面 ヨ コハ ヶ 調 整 。 内 面 は ヨ コ ナ

デ 。 叩 き後 ナ デ 消 し 。 青 海 波 の 当

て 具 痕 が 残 る 。

胎 土 は 細 か く、 砂 粒 を 少 し含 む 。 焼 成
良 好 。 灰 青 色 O

3 2 1 16 0 0 1 8 0 遺 構 面 須 恵 器 甕 外 面 に 波 状 文 。 内 面 は ナ デ調 整 。
胎 土 は細 か く、 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を含 む 。

焼 成 良 好 O 灰 青 色 。

3 2 1 17 0 0 1 9 3 遺 構 面 須 恵 器 甕 外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。

胎 土 は 細 か く、 0 ・5～ 2 m m の 砂 粒 を含 む 。

焼 成 堅 赦 。 外 面 は 暗 灰 色 、 内 面 は 青 灰

色 。

3 2 1 1 8 0 0 1 9 4 遺 構 面 須 恵 器 甕 外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 O

胎 土 に 1 m m の 砂 粒 を 少 し含 む 。 焼 成 良

好 。 外 面 は 暗 灰 色 、 内 面 は灰 色 。

3 2 1 1 9 0 0 1 9 5 遺 構 面 須 恵 器 甕 外 面 は 格 子 目 叩 き O 胎 土 は 細 か い 。 焼 成 や や あ ま い 。 灰 色 。 内 面 磨 滅

3 2 1 2 0 0 0 1 9 7 遺 構 面 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。
胎 土 は 細 か い 。 焼 成 良 好 。 灰 色 。

3 2 1 2 1 0 0 1 9 1 遺 構 面 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。

胎 土 は 細 か い 。 焼 成 良 好 。 外 面 は 灰 白
色 、 内 面 は灰 色 。

3 2 1 2 2 0 0 1 8 3 遺 構 面 須 恵 器 確
外 面 は 格 子 目 叩 きO　内 面 は 青 海 湊 胎 土 は 細 か く、 砂 粒 を含 む 。 焼 成 堅 赦 。

瓦 の 当 て 具 痕 。 青 灰 色 。

3 2 1 2 3 0 0 18 8 遺 構 面 須 恵 器 確
外 面 は 格 子 目 叩 き。 内 面 は 同 心 円 胎 土 は 細 か い 。 焼 成 堅 赦 。 外 面 は 黒 灰

：瓦c の 当 て 具 痕 。 色 、 内 面 は 灰 色 。

3 2 1 2 4 0 0 18 7 遺 構 面 須 恵 器 甕
外 面 は 格 子 目 叩 き。 内 面 は 同 心 円

の 当 て 具 痕 。

胎 土 は 細 か く、 砂 粒 を 僅 か に 含 む O　焼

成 良 好 。 外 面 は 暗 灰 色 、 内 面 は 白灰 色 。

3 3 1 2 5 0 0 1 8 1 遺 構 面 須 恵 器 確 外 面 は 格 子 目 叩 きO　内 面 は 同 心 円 胎 土 に 0．5～ 2 m m の 砂 粒 を 僅 か に 含 む 。
瓦 の 当 て 具 痕 。 焼 成 良 好 。 灰 色 。

3 3 12 6 0 0 1 9 2 遺 構 面 須 恵 器 甕 外 面 は 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青 海 波

の 当 て 具 痕 。
胎 土 は 細 か い 。 焼 成 良 好 。 灰 白色 。

3 3 12 7 0 0 1 8 2 遺 構 面 須 恵 器 甕
外 面 は 擬 似 格 子 目 叩 き 。 内 面 は 青

海 波 の 当 て 具 痕 。 胎 土 は 細 か い 。 焼 成 あ まい 。 白灰 色 。

3 3 1 2 8 0 0 1 8 5 遺 構 面 須 恵 器 甕
外 面 は 平 行 叩 き。 内 面 は 青 海 波 の

当 て具 痕 。
胎 土 に 1 ～ 2 m m の 砂 粒 を 含 む 。 焼 成 良
好 。 暗 灰 色 。

3 3 1 2 9 0 0 1 8 6 遺 構 面 須 恵 器 甕
外 面 は 叩 き 後 、 ハ ヶ ナ デ 。 内 面 は

青 海 波 の 当 て 具 痕 。

胎 土 に0 ．5 ～ 1 m m の 微 砂 粒 を含 む 。 焼 成

良 好 。 暗 灰 色 。
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Tab．4　梅林遺跡第4次調査出土石製品一覧表

挿 図番号 遺物番号 登録番号 器　 種 出土 地点 長 さ 幅 厚 さ 重量 石　 材 特　　　　 徴

10 2 0 104 9 自然石 SX O2 6・3 6・1 4・3 21 9 花 崗岩 下甕深鉢底 に充填

17 19 0 100 3 石鉄 S C Ol 5．1 2．25 0．6 7．3 サ ヌカイ ト 稜 線やや明瞭。換 りな し。

17 20 0 100 4 石鉄 S C Ol 2．3 1・8 0．6 2．4 黒曜石 挟 りな し。

17 2 1 0 100 5 石鉄 SC O l 2．1 1．3 0．2 0．5 黒曜石 挟 りあ りO

17 2 2 0 100 1 － SC O l （14．9） （4・7） （2・0） 90 剥離片、欠損部多 い

19 4 1 0 102 6 石槍 SCO2煙道内ピット 9．1 3．2 0・9 29・5 玄武岩 両端欠O

19 4 2 0 10 13 錘 SC O2 6．8 3．4 0．6 32 緑泥 石片 岩 自然扁平石利用

19 4 3 0 10 12 石鉄 SC O2 1．65 1．4 0・3 0．5 サヌカイ ト 完形O 挟 りあ り。

25 4 6 0 10 21 石鉄 S B O L P 3 3．1 1．8 0・55 1．8 黒 曜石 決 りな し。

28 5 3 0 10 16 ナイフ SA O L P 3 2．1 1．3 0．4 0．9 黒 曜石

29 6 4 0 10 28 コア 東壁側 トレンチ 2．6 2．1 1・1 9．5 黒曜石 稜線 明瞭。

31 10 5 0 10 3 1 石鉄 整 地層 1・6 1．7 0．3 0・6 黒曜石 未製 品。

33 13 0 0 10 48
敲石

（石錘）
遺構 面 9・6 4．8 4．3 3 30 花 崗岩

使用痕 が見 られるO

石錘 としての使 用痕あ り。

33 13 1 0 10 46 石鉄 遺構面 2．0 0．9 0・5 0・9 チ ャー ト 破片 。脚 か ？

33 13 2 0 10 39 石鉄 遺構面 2．4 1・1 0．4 0．9 黒曜石 挟 りあ り。先端欠。

33 13 3 0 10 40 石鉄 遺構面 2．0 1・3 0・4 0．7 黒曜石 先端 欠。

33 13 4 0 10 4 5 石鉄 遺構面 2．0 1・4 0・2 0・7 黒曜石 先端 部は緑色O
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外環状道路関係発掘調査報告書一覧

1．「福岡外環状道路関係埋蔵文化財発掘調査報告－1－福岡市早良区次郎丸所在次郎丸遺跡・次郎丸高

石遺跡第2次調査」　福岡市埋蔵文化財調査報告書第467集　福岡市教育委員会1996年

2・「福岡外環状道路関係埋蔵文化財調査報告－21福岡市早良区賀茂所在次郎丸高石遺跡第3次調査・

免遺跡第2次調査」　福岡市埋蔵文化財調査報告書第536集　福岡市教育委員会1997年

3．「福岡外環状道路関係埋蔵文化財調査報告－3－福岡市早良区次郎丸所在次郎丸遺跡第2次調査」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第535集　福岡市教育委員会1997年

4．「福岡外環状道路関係埋蔵文化財調査報告－4－福岡市早良区賀茂所在野芥大薮遺跡第1次調査」
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